
京
都
、
九
州
両
藤
林
家
に
存
在
す
る
家
系
図
は
全
く
同
一
の
も
の
で
な
い
。
そ
の
初
期
の
頃
は
、
ほ
と
ん
ど
同
筆
と
み
ら
れ
、
内
容
に
差

が
な
い
も
の
の
信
頼
度
は
少
な
い
。
問
題
の
普
山
（
紀
元
）
の
前
後
よ
り
相
違
し
、
そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
子
孫
の
手
に
よ
っ
て
附
記
さ
れ
て

（
五
）

い
る
。
山
本
氏
の
論
文
に
み
ら
れ
る
口
上
書
（
天
保
六
年
十
二
月
）
か
ら
推
測
さ
れ
る
如
く
普
山
の
自
筆
で
な
い
。
な
お
こ
の
口
上
書
は
、
普

山
が
京
都
藤
林
家
別
家
を
独
立
し
た
た
め
、
普
賢
寺
藤
林
家
の
後
見
人
で
あ
る
南
庄
左
衛
門
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
九
州
藤
林
家
の
家
系

図
に
は
、
天
保
三
年
の
伏
見
宮
家
の
添
書
状
と
「
普
賢
寺
家
藤
林
系
図
」
の
八
字
を
染
筆
し
て
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
染
筆
の
文
字
状

（
一
）
（
一
一
）

藤
林
普
山
に
つ
い
て
は
、
川
田
雪
山
の
『
日
出
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
閏
学
者
藤
林
普
山
」
、
景
仰
会
の
『
蘭
学
の
泰
斗
藤
林
普
山
先
生
伝
」
、

（
三
）
（
四
）

山
本
四
郎
氏
の
「
藤
林
普
山
伝
研
究
」
、
「
京
都
の
医
学
史
』
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
家
系
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
、
普
山
の
郷
里
で
あ
る
京
都
府
綴
喜
郡
普
賢
寺
村
（
田
辺
町
）
の
南
家
の
家
系
譜
に
よ
っ
て
い
る
。
筆

者
は
こ
の
度
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
の
藤
林
家
よ
り
得
た
資
料
を
も
と
に
、
前
記
の
田
辺
町
藤
林
家
に
あ
る
家
系
譜
を
補
遺
し
て
考
察

し
て
み
た
。

一
、
普
山
の
家
系
譜

藤
林
普
山
と
そ
の
子
孫
、
門
人
録

擢
喋
穂
讓
二
一
コ
婚
錨
罎
革
成
三
年
十
月
七
日
受
付

森

納
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蕊
露
評
舜
訓
塞
》
蕊
》
》
錘
》
蝉
》
》
識

は
幕
末
の
戦
火
に
焼
失
し
た
。
し
か
し
そ
の
証
状
は
藤
林
家
に
残
さ
れ
て
い
た
。

「
今
般
其
元
家
系
譜
邦
家
親
王
御
一
覧
之
所
先
祖
普
賢
寺
殿
第
五
世
大
西
阿
波
守
好
吉
元
弘
元
年
後
醍
醐

天
皇
笠
置
臨
幸
之
時
奉
忠
節
之
條
御
感
心
之
至
依
之
普
賢
寺
藤
林
家
系
圖
之
題
號
八
字
御
染
筆
被
下
候
永
傳
後
代

可
為
普
賢
寺
正
統
藤
林
氏
之
證
者
也

伏
見
宮
諸
太
夫
後
藤
越
前
守
藤
原
有
紀
花
押

天
保
三
年
辰
五
月
藤
林
泰
介
殿
」

状獄
と
あ
っ
て
、
一
応
伏
見
宮
家
の
御
墨
付
を
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
京
都
の
藤
林
家
を
宮
家
か
ら
認
知
さ
れ
、

部
そ
の
後
、
普
賢
寺
藤
林
家
に
も
家
系
図
一
巻
を
与
え
て
家
名
を
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

巳
勿

も
と
み

（
ユ
ハ
）

刊
九
州
藤
林
家
に
あ
る
普
山
曽
孫
の
藤
林
元
胤
の
書
い
た
『
藤
林
余
影
」
と
、
そ
の
家
系
譜
を
参
照
し
て
み
る
と
、

に譜
藤
林
家
の
始
祖
は
、
源
頼
朝
と
対
立
し
反
幕
の
公
卿
で
有
名
な
関
白
近
衛
藤
原
基
通
（
二
六
○
’
一
二
三
三
）

系褥
で
、
晩
年
普
賢
寺
に
隠
居
し
た
。
そ
の
子
の
元
通
は
従
四
位
上
朱
智
左
中
将
と
も
普
賢
寺
左
中
将
と
も
言
わ
れ
、

藤
こ
の
元
通
を
藤
林
家
の
始
祖
と
し
て
い
て
、
普
山
紀
元
ま
で
二
十
五
代
を
数
え
て
い
る
。
元
通
の
孫
好
長
は
普
賢

真
寺
大
西
蔵
人
左
近
將
曹
と
い
い
、
こ
の
時
に
普
賢
寺
よ
り
西
方
に
居
住
し
た
の
で
大
西
の
姓
を
名
の
っ
た
。
そ
の

写
子
の
大
西
阿
波
守
好
吉
は
普
賢
寺
の
地
頭
職
で
あ
っ
た
が
、
元
弘
元
年
（
一
一
一
三
一
）
八
月
、
後
醍
醐
天
皇
が
笠
置

山
に
移
ら
れ
る
や
、
三
十
六
名
の
同
志
と
伴
に
従
い
、
暦
応
元
年
（
一
三
四
○
）
河
内
の
石
川
の
役
で
戦
死
し
た
。

そ
の
後
数
代
南
朝
方
に
属
し
て
忠
節
を
励
ん
だ
と
い
う
。
基
通
よ
り
十
六
代
敏
元
は
大
西
備
前
守
と
い
い
、
足
利

義
昭
の
近
習
物
頭
役
で
あ
っ
た
が
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
義
昭
を
自
宅
に
供
奉
し
、
そ
の
十
一
月
織
田
氏
と
戦

い
討
死
し
た
。
そ
の
子
に
三
子
が
あ
っ
た
。
長
子
敏
正
は
豊
臣
氏
に
仕
え
て
普
賢
寺
の
水
取
村
を
支
配
し
た
。
慶

長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
五
月
大
坂
の
役
で
戦
死
し
、
次
男
貞
元
が
そ
の
代
を
継
い
だ
が
、
母
方
の
藤
林
氏
を
名
の

542（4）



門
と
い
い
、
藤
林
家

養
子
縁
組
が
多
い
・

普
山
の
兄
弟
姉
妹

り爵鶴識鍵騨…専一
…

長
女
モ
ト
は
西
光
寺
皆
応
坊
守
と
あ
り
、
後
述
す
る
親
類
書
に
よ
り
寺
の
住
職
に
嫁
い
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
（
第
２
表
参
照
）

二
男
紀
元
が
普
山
で
あ
る
。
普
賢
寺
村
藤
林
家
家
譜
（
南
繁
造
氏
所
有
）
は
前
述
の
由
縁
も
あ
り
、
普
山
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
・

普
山
の
妹
は
三
妹
が
あ
り
、
次
女
の
某
は
天
神
森
の
竹
村
次
郎
平
妻
と
な
っ
た
・
三
女
照
（
の
ち
町
）

ま
た
ト
メ
は
先
夫
淳
次
と
の
子
の
万
蔵
を
医
師
に
育
て
て
淳
道
と
名
の
ら
せ
水
取
村
で
医
業
を
さ

長
男
顕
元
は
早
逝
し
た
。

、
三
男
半
兵
衛
重
元
は
南
氏
を
名
の
っ
た
と
い
う
。

二
十
四
代
成
元
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
生
ま
れ
て
い
る
が
、
実
は
叔
父
の
南
平
七
元
春
の
子
で
、
幼
名
を
伊
之
助
、
長
じ
て
荘
右
衛

と
い
い
、
藤
林
家
の
養
子
に
入
っ
て
作
右
衛
門
と
名
の
っ
た
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
七
十
三
歳
で
没
し
た
。
南
家
と
藤
林
家
と
は

子
縁
組
が
多
い
。
そ
の
成
元
の
妻
は
東
河
原
村
治
兵
衛
（
治
平
）
の
娘
サ
ト
と
言
っ
た
。
そ
の
夫
婦
に
二
男
四
女
が
あ
っ
た
。

（5）543



第
１
表
親
類
害

一
祖
父
山
城
國
普
賢
寺
郷
士

藤
林
作
右
衛
門
死

一
祖
母
同
國
飯
岡
村
郷
士豊

田
武
兵
衛
女
死

一
父
祖
父
同
断

藤
林
作
右
衛
門
死

一
母
同
國
東
河
原
村
郷
士

古
河
治
兵
衛
女
死

一
妻
因
州
鳥
取
用
達

玉
川
助
左
衛
門
女

一
弟
父
同
断

藤
林
作
右
衛
門

一
同
松
平
因
幡
守
家
来堀

周
徳

一
姉
山
城
普
賢
寺
郷

一
妹
同
断

南
庄
左
衛
門
妻

西
光
寺
皆
應
妻

一
同
同
國
天
神
森
郷
士竹

村
治
郎
平
妻

一
叔
母
同
國
寺
田
村
郷
士池

垣
文
右
衛
門
妻

一
従
弟
京
都
麩
屋
町
佛
光
寺
下
ル
儒
筈

馬
来
謙
介

右
之
外
近
き
親
類
無
御
座
候
以
上

文
政
十
三
庚
寅
年
十
月
廿
五
日

有
栖
川
宮
様
藤
林
泰
介

御
用
人
御
衆
中

右
藤
林
泰
介
儀
私
親
類
に
相
違
無
御
座
候
右
之
者
二
付

御
用
茂
御
座
候
は
ば
何
時
二
而
茂
罷
出
致
為
仰
付
候
趣
可
奉
畏

候価
而
奥
印
仕
候
以
上
馬
来
謙
介

544
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ト
メ
は
文
政
六
年
一

後
添
い
と
し
て
い
る
。

普
山
の
略
伝

せ
て
い
る
。
そ
の
淳
道
の
子
の
順
道
も
父
に
医
業
を
学
び
、
更
に
京
都
で
修
業
し
た
。
そ
し
て
淀
藩
士
の
娘
い
そ
と
結
婚
し
て
、
淀
（
山
城
国

久
世
郡
、
現
京
都
市
伏
見
区
）
に
て
医
業
を
し
た
。
天
保
二
年
に
水
取
村
に
帰
っ
て
開
業
し
て
い
る
。
そ
の
子
寛
次
郎
も
医
師
と
な
っ
て
い
る

が
、
水
取
村
で
の
医
家
と
し
て
は
こ
の
寛
次
郎
で
絶
え
て
い
る
。

ト
メ
は
文
政
六
年
（
一
八
一
一
二
）
四
月
に
死
去
し
た
。
そ
の
た
め
作
右
衛
門
は
、
西
光
寺
に
嫁
い
で
い
た
長
姉
の
モ
ト
の
子
で
あ
る
乙
枝
を

二
十
五
代
紀
元
、
普
山
は
天
明
元
年
二
七
八
一
）
正
月
十
六
日
、
普
賢
寺
水
取
村
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
豊
三
郎
、
長
じ
て
政
孝
、
ま
た
は

淳
道
と
い
い
、
後
に
泰
介
（
泰
助
）
と
改
め
、
普
山
、
筒
城
、
玉
川
堂
と
号
し
た
。
号
は
い
ず
れ
も
郷
里
の
地
名
に
よ
る
。
諄
は
紀
元
と
い
う
。

父
、
祖
父
、
叔
父
と
も
よ
く
学
問
を
し
、
そ
の
地
で
寺
小
屋
を
開
い
て
い
た
よ
う
だ
。
普
山
が
医
師
と
な
っ
た
の
は
伯
父
南
藤
蔵
の
遺
言
に

よ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
子
供
時
代
よ
り
勉
学
し
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
京
都
に
出
て
医
業
を
学
ん
だ
。
そ
の
頃
江
戸
で
は
藺
学
が
盛
ん

で
あ
り
、
蘭
方
の
医
術
が
従
前
の
中
国
由
来
の
医
術
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
話
は
既
に
京
都
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
普
山
は
藺
方
の
医
書
も

二
、
三
見
た
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
知
ら
な
い
者
に
は
全
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
偶
然
に
稲
村
三
伯
の
編
さ
ん
し
た
藺
和
辞
耆
「
ハ
ル

（
八
）

マ
和
解
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
諄
鍵
凡
例
丼
に
附
語
」
に
謄
写
と
あ
り
、
購
入
し
て
筆
写
し
た
の
か
、
他
家
よ
り
借
り
て
筆
写

し
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
家
庭
的
事
情
よ
り
後
者
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
こ
の
書
を
基
に
藺
語
を
徹
底
し
て
勉
強
す
る
気
に
な
り
、
郷
里
に
帰
り
診
療
し
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
だ
。
普
山
は
そ
の
頃
よ
り
伏

見
の
小
森
桃
嶋
や
、
江
戸
の
宇
田
川
玄
真
と
文
通
し
あ
い
、
質
疑
を
交
し
藺
語
の
研
鎭
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
。
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
春

に
な
っ
て
、
稲
村
三
伯
が
海
上
随
鴎
と
名
を
改
め
て
京
都
に
来
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
早
速
京
都
に
出
た
。
そ
の
五
月
に
随
鴎
の
入
門
者
と

（
九
）

な
り
、
門
人
帳
に
は
小
森
桃
鳰
と
名
を
連
ね
て
い
る
。

京
都
で
の
住
居
は
普
賢
寺
の
藤
林
家
の
記
録
で
は
「
寛
政
八
年
京
都
」
と
あ
り
、
別
記
し
て
「
京
都
新
町
錦
小
路
上
ル
」
と
あ
る
。
文
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蕊
溌
塞
認
罐
蕊
綴
灘
蕊
蝉
燕
識
灘
癖

鍵
蕊
鍵
熱
“
胤
桝
・
仙
酔
騨
灘
識
灘
騨
蕊
簿

識
灘
謹
蕊
鶴
蕊
識
蕊
議
灘

；
愚蕊嬢電錘

》
癖
識
識
辮
識
識
識
譲
議
識
鱗
鐸

鴬

｢藤林家系図」の普山（紀元）の項写真3

化
九
年
に
室
町
四
条
北
と
あ
り
、
文
政
五
年
版
の
「
平
安
人
物
誌
」
に
は
藺
学
家
と
し

（
一
○
）

て
、
衣
棚
御
池
南
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
文
政
十
一
年
二
八
二
八
）
の
「
海
内
医
林
伝
」

に
は
、
衣
棚
竹
屋
町
北
と
あ
っ
て
、
学
塾
は
移
転
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
後

述
す
る
よ
う
に
文
化
八
年
正
月
に
随
鴎
が
死
去
し
て
の
ち
、
そ
の
塾
生
を
引
き
継
い
だ

様
子
が
門
人
録
よ
り
う
か
が
え
る
が
、
問
題
の
随
鴎
の
塾
の
所
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
そ
の
家
塾
を
引
き
継
い
だ
の
か
、
そ
の
塾
生
を
自
ら
の
塾
に
引
き
取
っ

た
の
か
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
推
測
す
る
な
ら
ば
、
巻
一
と
巻
二
の
門
人
録

の
塾
生
の
関
係
か
ら
み
て
、
文
化
四
年
当
時
、
随
鴎
と
は
別
に
塾
生
を
自
宅
に
幾
人
か

は
持
ち
、
随
鴎
不
在
の
折
に
は
随
鴎
塾
で
そ
の
塾
生
を
指
導
し
、
そ
の
没
後
は
そ
の
塾

を
引
き
継
い
だ
と
み
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
文
化
十
一
年
頃
に
家
塾
を
再
び
移

し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

そ
し
て
文
化
六
年
九
月
に
郷
里
の
藤
林
家
に
帰
り
、
父
母
に
分
家
独
立
す
る
こ
と
を

願
い
出
て
い
る
。
普
山
兄
の
万
蔵
（
顕
元
）
は
生
後
間
も
な
く
早
逝
し
て
お
り
、
次
男
で

あ
る
普
山
が
当
然
普
賢
寺
藤
林
家
を
継
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
普
山
が
京
都

に
出
て
医
を
専
業
と
す
る
こ
と
は
普
賢
寺
の
藤
林
家
を
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

に
末
妹
ト
メ
の
存
在
が
あ
っ
た
。
ト
メ
に
医
業
を
さ
せ
、
そ
の
後
夫
の
作
右
衛
門
に
藤

林
家
の
跡
目
を
継
が
せ
る
こ
と
で
了
解
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
自
分
は
京

都
に
分
家
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
普
山
二
十
九
歳
の
時
で
、
い
か
に

藺
学
に
執
着
し
て
い
た
か
が
判
る
の
で
あ
る
。
先
の
住
居
「
新
町
錦
小
路
上
ル
」
は
そ

546（8）



の
当
時
の
自
宅
で
あ
っ
た
か
、
或
い
は
随
鴎
塾
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
文
化
七
年
二
月
師
随
鴎
の
『
ハ
ル
マ
和
解
」
八
万
語
を
三
万
語

に
要
約
し
た
藺
和
辞
耆
「
諄
鍵
一
を
編
さ
ん
し
発
刊
し
て
い
る
。
『
ハ
ル
マ
和
解
」
は
初
め
、
寛
政
八
年
に
三
十
部
し
か
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
筆
写
に
後
学
の
者
が
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
訳
語
も
補
遺
訂
正
す
る
箇
所
も
多
い
と
、
随
鴎
自
ら
が
諄
鍵
賊
文
に
言
い
て
い
る
。
こ
の

諄
鍵
は
簡
便
で
、
後
に
多
く
の
藺
学
者
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

普
山
は
文
化
九
年
十
一
月
に
は
小
森
桃
鳰
の
行
っ
た
解
屍
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
年
に
完
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
和
藺
語
法
解
」
は

文
化
十
二
年
に
な
っ
て
発
刊
さ
れ
た
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
『
和
藺
薬
性
弁
」
を
刊
行
し
、
文
政
十
一
年
に
は
『
西
医
方
選
」
を
出
す

な
ど
次
々
と
著
作
が
な
さ
れ
て
い
た
。
普
山
の
生
活
は
必
ず
し
も
裕
福
で
な
く
、
経
済
的
支
援
者
も
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
で
著
作
を
苦
心

し
て
次
々
と
発
刊
し
て
い
た
。
そ
れ
は
小
森
桃
鳰
の
よ
う
に
臨
床
家
で
な
く
、
藺
語
研
究
に
主
体
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
文
政
五
年

に
錦
小
路
修
理
大
夫
丹
波
頼
理
に
入
門
し
て
い
る
の
も
宮
廷
医
と
の
関
係
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
藤
林
余
影
」
に
よ
る
と
、
時
期
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
普
山
は
江
戸
に
僑
居
し
た
折
「
火
災
の
た
め
に
積
年
苦
心
せ
る
所
の

（
’
一
）

著
書
尽
く
烏
有
に
帰
す
普
山
因
り
て
嘆
息
し
て
京
師
に
帰
り
後
ち
擢
用
せ
ら
れ
て
有
栖
川
宮
の
近
習
と
為
る
」
と
あ
る
。
こ
の
普
山
江
戸

（
’
一
一
）

下
向
に
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
が
、
記
録
に
よ
れ
ば
、
文
政
四
年
正
月
十
日
、
芝
田
町
よ
り
出
火
し
品
川
宿
焼
亡
、
十
八
日
芝
新
町
よ
り
出

火
、
大
火
と
な
る
な
ど
、
同
年
だ
け
で
江
戸
で
九
カ
所
の
火
災
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
後
述
の
門
人
録
を
み
て
も
、
入
門
者
の
少
な
い
年
は

文
化
十
二
年
と
、
文
政
四
年
で
あ
り
、
巻
二
は
文
政
四
年
一
名
で
絶
え
て
い
る
。
江
戸
に
出
て
失
火
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
文
政
四
年
正
月
頃

火
、
大
火
と
な
る
な
ど
、
同
年
一

文
化
十
二
年
と
、
文
政
四
年
で
↑

で
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
一
一
一
一
）

「
近
世
名
医
伝
」
に
「
先
是
僑
居
江
戸
遭
災
。
積
年
著
書
悉
帰
烏
有
。
不
楽
者
累
月
日
。
遂
帰
京
師
。
入
医
官
錦
小
路
修
理
大
夫
門
」
と
あ

る
。
山
本
四
郎
氏
は
こ
の
「
近
世
名
医
伝
」
の
文
章
を
挙
げ
て
信
じ
難
い
と
し
て
い
る
。
普
山
が
江
戸
に
出
た
と
す
る
文
献
は
こ
の
他
に
、

（
｜
）

日
出
新
聞
の
川
田
雪
山
の
著
述
に
も
み
ら
れ
る
。
「
普
山
は
語
法
解
出
版
の
後
、
暫
く
江
戸
に
僑
居
し
た
る
こ
と
あ
り
。
其
年
代
は
明
な
ら
ざ

普
山
の
江
戸
出
府

（9）
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二
四
）

文
政
四
年
に
江
戸
に
出
た
と
す
る
と
、
先
の
『
藤
林
余
影
」
の
「
有
栖
川
宮
の
近
習
と
な
る
」
（
註
、
天
保
元
年
）
は
、
そ
の
時
期
が
か
な
り

相
違
し
、
「
近
世
名
医
伝
」
の
錦
小
路
家
入
門
の
前
の
時
期
に
相
当
す
る
。
普
山
の
文
政
三
、
四
年
の
動
行
を
み
る
と
、
文
政
三
年
に
越
後
の

二
五
）
二
六
）

医
家
森
田
甫
三
、
千
庵
父
子
と
の
交
遊
が
あ
る
。
五
月
六
日
に
は
甫
三
宛
の
普
山
の
書
簡
が
あ
り
、
越
後
の
患
者
の
治
療
に
対
す
る
処
方
を

書
き
、
千
庵
の
出
府
を
促
し
て
い
る
。
十
一
月
二
十
一
日
に
は
母
サ
ト
が
死
去
し
て
お
り
、
こ
の
年
の
入
門
者
は
九
名
で
前
年
の
十
八
名
に

比
べ
て
少
な
い
。
塾
生
入
門
が
必
ず
し
も
師
の
在
住
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
所
在
の
有
無
に
よ
っ
て
そ
の
数
は
影
響
す
る
と
思

わ
れ
る
。
巻
二
に
は
文
政
三
年
十
一
月
に
、
勝
田
、
大
野
、
平
井
ら
三
名
の
入
門
者
が
あ
り
、
平
井
は
京
都
在
住
者
で
あ
る
。
文
政
四
年
二

月
に
阿
波
の
伊
丹
直
江
が
入
門
し
て
お
り
、
巻
一
に
は
同
四
年
五
月
に
平
安
山
崎
玄
東
以
下
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
月
に
入
門
者
が
あ
っ

二
四
）

大
槻
如
電
の
「
新
撰
洋
学
年
表
」
に
は
、
そ
の
文
化
九
年
の
項
に
「
京
都
医
人
藤
林
泰
助
、
普
山
、
三
二
、
前
に
蘭
学
運
を
著
す
、
欧
文

訓
法
を
示
す
、
及
其
語
文
脈
を
説
き
出
す
」
と
し
て
、
そ
の
説
明
文
中
に
「
其
明
年
に
随
鴎
死
す
、
普
山
乃
（
ち
）
江
戸
に
出
て
宇
榛
斎
に
従

瀞
せ
し
な
ら
ん
」
と
し
て
、
そ
の
時
期
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

普
山
の
出
府
は
推
測
の
域
を
出
な
い
に
し
て
も
、
藤
林
家
に
伝
承
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
宇
田
川
玄
真
、
小
森
元
良
と
往
来
交
を

締
ぶ
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
そ
の
出
府
の
時
期
は
玄
真
の
生
前
で
あ
り
、
ま
た
別
記
の
有
栖
川
家
へ
の
親
類
書
の
文
政
十
三
年
の
日
付
か
ら

み
て
も
、
そ
れ
よ
り
相
当
早
い
頃
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
化
十
一
年
三
月
に
は
藺
学
で
の
親
友
で
も
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
で

も
あ
る
小
森
桃
鳰
が
伏
見
よ
り
京
都
へ
移
住
し
て
き
た
。
そ
の
翌
十
二
年
六
月
に
は
普
山
の
父
成
元
が
普
賢
寺
で
死
去
し
て
お
り
、
十
一
月

に
は
『
和
藺
語
法
解
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
に
、
門
人
録
な
ど
よ
り
塾
を
移
転
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
の
で
、
先
ず
文
化
十

れ
ど
も
（
中
略
）
、
恐
ら
く
文
化
の
末
若
く
は
文
政
の
初
に
し
て
普
山
三
十
七
、
八
歳
の
時
な
る
べ
し
。
（
中
略
）
然
る
に
一
日
祝
融
氏
の
襲
ふ

所
と
な
り
、
積
年
心
血
を
そ
そ
ぐ
所
の
著
書
大
半
烏
有
に
帰
し
た
れ
ば
快
々
と
し
て
楽
し
ま
ざ
る
の
数
日
、
遂
に
去
て
京
都
に
帰
れ
り
」
と

二
年
の
出
府
は
考
え
ら
れ
な
い
。

幸
の
る
。
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た
。
そ
の
他
こ
の
年
の
四
月
八
日
に
森
田
千
庵
が
入
塾
し
、
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
「
尾
張
医
士
伊
藤
圭
介
」
も
入
塾
し
て
い
る
。
こ
の
年

の
入
門
者
の
数
も
少
な
く
、
記
載
の
不
備
も
み
ら
れ
る
。
九
月
二
十
一
日
に
森
田
甫
三
宛
書
簡
が
あ
り
、
十
二
月
に
は
小
森
桃
嶋
ら
と
京
都

で
解
剖
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
当
時
江
戸
に
は
永
年
文
通
の
あ
っ
た
宇
田
川
玄
真
が
お
り
、
江
戸
で
の
蘭
学
者
と
の
交
流
や
、
著
作
出
版
に

出
か
け
た
も
の
の
著
作
の
多
く
を
失
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
文
政
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
和
藺
薬
性
弁
」
は
、
文
政
元
年
頃
よ
り
起
稿
し

て
お
り
、
当
時
は
出
版
元
に
あ
っ
て
火
災
を
免
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
降
し
ば
ら
く
著
作
、
訳
述
書
の
出
版
は
杜
絶
し
、
文
政
五

年
の
序
の
あ
る
「
西
医
方
選
」
が
文
政
十
一
年
に
な
っ
て
版
行
さ
れ
た
。
普
山
の
著
述
は
後
述
す
る
よ
う
に
数
多
い
が
、
出
版
さ
れ
た
も
の

は
少
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
被
災
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
天
保
元
年
二
八
三
○
）
十
一
月
一
日
、
普
山
五
十
歳
に
し
て
有
栖
川
宮
家
医
員
に
な
っ
た
の
も
経
済
的
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
宮
家
医
員
に
な
っ
た
の
は
、
自
ら
求
め
た
も
の
か
、
「
擢
用
さ
れ
て
」
職
に
つ
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
有
栖
川
宮
家
に
提
出
し

た
文
政
十
三
年
十
月
の
「
親
類
書
」
に
は
、
弟
子
で
あ
り
親
族
で
も
あ
る
馬
来
謙
介
の
保
証
書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
第
一
表
）
の
で
、
自
ら

の
地
位
と
家
族
の
保
証
の
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、
後
年
に
な
っ
て
養
子
の
耆
山
守
元
も
有
栖
川
宮
家
に
仕
え
た
。
天
保
元

年
、
守
元
は
ま
だ
十
五
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

二
七
）

養
子
守
元
が
ま
と
め
た
「
西
医
今
日
方
」
の
中
に
、
普
山
の
著
作
が
ま
だ
沢
山
残
さ
れ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
当
時
京
都

の
屋
敷
に
ま
だ
発
刊
さ
れ
て
い
な
い
著
述
、
原
槁
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
の
著
書
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
た
だ
著
述
さ
れ
て
は
い
る

が
、
発
刊
さ
れ
て
い
る
か
不
明
の
も
の
に
「
生
理
真
源
」
『
病
理
真
源
』
『
物
理
源
本
」
『
西
域
本
草
』
『
離
合
本
源
」
「
遠
西
度
量
考
」
『
解
屍

篇
」
な
ど
が
あ
る
。
普
山
は
天
保
七
年
正
月
十
四
日
、
五
十
六
歳
で
没
し
た
。

普
山
の
墓
は
京
都
市
左
京
区
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
の
墓
地
内
に
あ
り
、
弘
化
四
年
丁
未
中
秋
、
中
務
少
輔
丹
波
頼
易
の
撰
文
に
よ
る
碑
文

が
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
郷
里
普
賢
寺
水
取
の
墓
地
に
は
天
保
七
年
の
没
年
と
親
族
名
を
書
い
た
「
程
入
理
」
の
藤
林
泰
介
塚
と
、
昭
和
四

年
三
月
に
贈
位
記
念
と
し
て
建
立
さ
れ
た
「
贈
正
四
位
藤
林
普
山
先
生
之
墓
」
が
あ
る
。
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保
証
人
と
さ
れ
る
馬
来
謙
介
は
、
親
類
害
に
は
従
弟
と
あ
る
が
実
は
娘
の
婿
で
あ
り
、
文
政
六
年
に
普
山
門
下
に
入
塾
し
た
門
下
生
で
あ

る
。
即
ち
普
山
と
千
代
の
子
タ
ミ
（
民
）
の
先
夫
で
あ
る
。
タ
ミ
は
家
譜
に
は
文
化
八
年
、
京
都
に
生
ま
れ
た
と
あ
り
、
「
民
、
儒
医
馬
来
謙

介
温
妻
、
母
玉
川
氏
」
と
あ
る
の
で
、
普
山
に
よ
っ
て
長
女
の
タ
ミ
を
謙
介
の
嫁
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
何
故
か
間
も
な
く
、
謙

介
と
タ
ミ
は
離
婚
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
判
ら
な
い
。

註
１
謙
介
の
旧
姓
は
不
明
だ
が
、
元
備
前
岡
山
藩
医
馬
来
見
益
の
養
子
に
入
り
、
備
前
藩
医
と
な
っ
て
い
る
。
謙
介
の
養
子
先
の
馬
来
家
は
出
雲

富
田
の
尼
子
家
の
家
臣
で
、
尼
子
家
没
落
の
後
、
伯
耆
黒
坂
に
移
り
医
業
を
し
た
。
謙
介
五
代
前
の
見
益
の
時
に
因
州
備
前
の
国
替
え
（
寛
永
八
年
）

二
八
）

が
あ
り
、
そ
の
折
に
備
前
岡
山
に
来
て
、
藩
の
医
師
に
な
っ
た
。
六
代
目
見
益
の
養
子
に
謙
介
が
入
っ
て
い
る
。
「
備
作
医
人
伝
」
に
は
「
見
益
に
嗣

子
が
無
か
っ
た
故
、
浪
人
中
の
謙
介
を
養
子
に
し
た
。
謙
介
は
京
都
で
医
業
を
し
て
い
た
処
、
五
口
下
さ
れ
御
召
返
し
を
仰
付
け
ら
れ
た
。
後
に
謙

介
に
実
子
が
な
い
の
で
信
濃
守
御
家
中
小
高
元
仲
の
次
男
元
迪
を
養
子
に
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
岡
山
に
帰
っ
た
謙
介
は
仕
官
す
る
と
と
も
に
そ
こ

三
妻
は
因
幡
国
鳥
取
の
玉
川
助
左
衛
門
の
娘
千
代
で
あ
る
。
助
左
衛
門
は
「
因
州
鳥
取
御
用
達
役
」
と
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
京
都
の
因
州

藩
屋
敷
に
勤
め
て
い
て
、
随
鴎
の
仲
介
に
よ
る
縁
談
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

先
の
親
類
書
（
第
一
表
）
の
弟
、
作
右
衛
門
は
妹
ト
メ
の
婿
で
あ
り
、
「
弟
、
松
平
因
幡
守
家
来
、
堀
周
徳
」
は
妻
千
代
の
弟
で
あ
っ
た
と

普
山
の
妻
に
は
三
人
が
い
た
。
最
初
の
結
婚
は
、
京
都
か
ら
帰
郷
中
の
頃
で
、
和
泉
国
添
下
郡
鹿
畑
村
（
奈
良
県
生
駒
市
）
の
大
塚
新
八
郎

の
娘
で
ヤ
ノ
と
い
い
、
一
女
「
五
百
」
を
生
ん
だ
。
五
百
は
長
じ
て
伊
勢
の
四
日
市
駅
の
伊
達
助
左
衛
門
一
一
男
良
平
を
養
子
婿
と
し
て
迎
え
、

藤
林
道
紀
と
名
の
ら
せ
た
。
し
か
し
紀
道
は
文
政
七
年
に
没
し
、
五
百
も
ま
た
文
化
三
年
十
一
月
二
十
四
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

次
の
妻
は
八
幡
郷
内
里
村
（
八
幡
市
）
の
土
岐
宗
碩
の
娘
で
、
久
保
と
い
い
文
化
五
年
に
結
婚
し
一
男
子
、
元
照
を
生
ん
だ
が
翌
年
元
照
は

死
去
し
、
久
保
と
は
離
別
し
た
㈲

み
ら
れ
る
。

崇
つ
ま
き

普
山
の
妻
子
と
馬
来
謙
介
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普
山
と
千
代
の
間
に
は
、
長
女
タ
ミ
の
下
に
四
男
三
女
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
長
男
元
通
は
「
藤
林
太
一
郎
、
母
同
上
、
文
化
十
一
年
甲

戌
年
正
月
元
日
戌
刻
誕
生
干
菊
水
鉾
町
」
と
あ
る
だ
け
で
、
経
歴
も
没
年
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
あ
と
の
三
男
子
は
生
後
間
も
な
く
死
没
し

て
い
る
。
女
子
は
信
（
文
化
十
三
年
生
）
、
直
（
文
政
二
年
生
）
、
澤
（
文
政
四
年
生
）
、
男
子
は
元
好
（
銭
三
郎
、
文
政
七
年
生
）
、
元
長
（
三
郎
、

文
政
九
年
生
）
、
元
常
（
管
之
助
、
文
政
十
二
年
生
）
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
の
元
常
は
普
山
四
十
八
歳
の
子
供
で
あ
る
。
三
妻
千
代
の
生
没
年

は
不
明
で
あ
る
が
、
若
い
妻
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
谷
泰
作
タ
ミ
の
後
夫
と
な
り
、
藤
林
家
に
入
っ
た
泰
作
の
名
は
こ
の
門
人
録
に
な
い
。
恐
ら
く
文
政
八
年
以
降
の
入
門
と
み
ら
れ
る
。

タ
ミ
よ
り
四
歳
若
い
が
、
そ
の
婚
姻
は
天
保
初
年
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
家
譜
に

「
守
元
有
栖
川
宮
家
侍
医
、
号
霞
城
、
妻
家
女
民
、
伯
耆
日
野
郡
江
尾
三
谷
家
よ
り
養
子
、
三
谷
泰
作
改
守
元
」
と
あ
る
。
晩
年
病
身
で

あ
っ
た
普
山
は
後
継
者
を
門
人
の
中
か
ら
学
問
の
よ
く
で
き
た
泰
作
を
若
い
（
二
十
歳
前
で
あ
っ
た
か
）
な
が
ら
、
タ
ミ
と
夫
婦
に
し
て
家
を

あ
っ
た
普
山
は
後
継
者
を
申

立
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

整
理
し
て
「
西
医
〈

た
と
言
い
て
い
る
。

と
あ
る
（
原
白
文
）
（

泰
作
は
文
化
十
二
年
二
八
一
五
）
、
伯
耆
の
江
尾
村
に
生
ま
れ
た
。
若
く
し
て
京
都
に
出
て
学
問
に
励
ん
だ
。
普
山
の
学
塾
に
入
り
、
普

山
の
後
継
者
と
な
る
。
伯
耆
に
因
ん
で
耆
山
と
号
し
、
字
を
素
処
、
諄
を
守
元
と
行
っ
た
。
国
学
、
藺
学
に
通
じ
、
広
瀬
旭
荘
と
親
交
が
あ

っ
た
と
い
う
。
普
山
没
後
の
学
塾
を
受
け
、
ま
た
有
栖
川
宮
家
に
勤
め
た
。
そ
の
門
人
も
多
く
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
資
料
は
普
山
後
年

の
門
人
録
と
と
も
に
禁
門
の
変
（
文
久
三
年
七
月
）
な
ど
幕
末
の
戦
乱
で
焼
失
し
た
と
い
う
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
、
亡
父
の
遺
稿
を

整
理
し
て
「
西
医
今
日
方
』
を
発
刊
し
て
い
る
。
泰
作
は
そ
の
序
文
の
中
で
普
山
の
著
作
を
更
に
整
理
し
、
出
版
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

た
と
言
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
其
の
余
の
著
作
及
び
翻
諄
す
る
所
の
数
十
百
部
は
未
だ
校
定
す
る
こ
と
を
易
か
ら
ず
。
他
日
を
俟
っ
の
み
」

関
係
は
判
ら
な
い
。

で
再
婚
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
謙
介
の
馬
来
家
と
、
タ
ミ
の
後
夫
と
な
っ
た
三
谷
泰
作
家
は
伯
耆
黒
坂
村
に
出
自
を
持
つ
が
、
そ
の
両
者
の
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始
テ
承
り
申
候
。
尤
モ
都
下
社
中
之
人
之
作
ニ
ア
ラ
ス
。
定
テ
藤
林
泰
輔
先
生
之
遺
稿
ナ
ル
ベ
シ
。
藤
林
家
事
先
生
物
化
後
其
子
大
不
肖
、
大

放
蕩
ニ
テ
家
財
転
没
、
当
時
何
国
二
在
ヤ
ヲ
不
知
。
先
年
都
下
へ
来
リ
今
日
方
ト
カ
申
者
上
木
致
シ
度
候
故
、
社
中
一
統
よ
り
助
力
致
呉
杯
ト

テ
度
々
負
リ
来
リ
申
候
。
併
シ
格
別
之
大
放
蕩
家
ニ
テ
従
来
不
義
理
之
事
モ
多
ク
有
シ
故
、
誰
モ
不
取
合
早
々
二
致
置
候
事
有
之
也
。
定
メ
テ

其
今
日
方
ナ
ル
ベ
キ
カ
。
察
ス
ル
ニ
要
害
ニ
ハ
ア
ル
間
敷
卜
存
申
候
。
価
之
義
ハ
後
日
間
合
可
申
上
候
。
」

こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
泰
作
は
江
戸
に
行
き
、
「
西
医
今
日
方
』
出
版
の
た
め
資
金
を
求
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
其
子
大
不
肖
、
大
放
蕩

と
あ
る
の
で
、
江
戸
で
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
風
評
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
泰
作
の
若
い
頃
は
遊
ん
で
い
た
時
期
が
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
或
い
は
其
子
は
藤
林
太
一
郎
（
元
道
、
タ
ミ
の
弟
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
書
簡
は
当
時
の
江
戸
と
京
都
と
の
学

問
の
対
比
や
、
江
戸
三
大
蘭
医
家
と
い
わ
れ
た
坪
井
家
の
家
格
、
そ
の
養
子
信
良
の
き
ま
じ
め
な
性
格
も
考
え
ら
れ
る
資
料
で
も
あ
ろ
う
。

泰
作
は
大
津
に
寓
居
す
る
こ
と
数
年
、
医
術
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月
十
二
日
、
四
十
四
歳
で
病
没

し
た
。
黒
谷
の
普
山
墓
の
傍
に
埋
葬
さ
れ
た
。
碑
誌
は
交
遊
の
深
か
っ
た
広
瀬
旭
荘
の
撰
に
な
る
が
、
そ
の
墓
碑
は
永
ら
く
建
て
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
近
年
九
州
の
藤
林
家
に
よ
っ
て
新
し
く
建
立
さ
れ
て
い
る
。
碑
誌
の
中
に
「
君
譽
直
不
誼
配
亦
賢
徳
」
と
あ
り
、
寡
言
実
直
で

い
つ
わ
ら
ず
と
あ
り
、
先
の
信
良
の
人
物
評
と
大
分
異
っ
て
い
る
。
人
に
迎
合
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
碑
誌
の
前
文

し
か
し
幕
末
の
京
都
は
再
三
火
災
に
あ
っ
て
い
る
。
安
政
元
年
二
八
五
四
）
四
月
や
先
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
大
火
も
あ
り
、
藤

（
一
九
）

林
家
も
類
焼
し
て
い
た
（
奈
良
、
鹿
畑
村
の
姉
宛
、
藤
村
民
書
状
）
。
こ
の
時
の
火
災
で
普
山
の
残
し
た
資
料
も
、
泰
作
の
文
書
も
焼
失
し
、
一

家
は
大
津
、
坂
本
町
に
移
っ
て
医
業
を
し
た
。
こ
の
泰
作
に
は
幾
つ
か
の
話
題
が
あ
り
、
穀
誉
褒
艇
が
多
い
。
坪
井
信
道
の
養
子
信
良
の
嘉

（
二
○
）

永
二
年
二
八
四
九
）
の
書
簡
に
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

を
掲
げ
る
と
、

「
君
諄
守
元
字
素
虚
號
耆
山
伯
耆
人
姓
三
谷
贄
千
京
師
書
藤
林
氏
因
冒
其
姓
而
繼
其
業
安
政
戊
午
九
月
十
二
日
病
終
干
大
津
僑
居
年
四
十

「
西
医
今
日
方
已
二
刻
成
し
よ
し
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泰
作
と
タ
ミ
と
の
間
に
二
男
三
女
が
あ
っ
た
。
長
男
は
敏
太
郎
と
い
い
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
二
京
都
西
黒
門
通
り
の
邸
で
生
れ
た
。

敏
太
郎
は
名
を
元
毅
、
字
を
士
弘
と
い
い
晩
翠
堂
、
筒
城
、
後
に
霞
城
山
人
と
号
し
た
。
幼
く
し
て
大
津
に
育
ち
、
広
瀬
旭
荘
の
門
に
入
っ

て
学
ん
だ
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
五
歳
の
時
に
そ
の
塾
頭
に
な
っ
た
と
あ
る
の
で
そ
れ
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
旭
荘
が
大
坂
に
居
た
時
期

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
文
久
元
年
二
八
六
二
旭
荘
は
豊
後
日
田
に
帰
り
、
同
三
年
八
月
に
没
し
て
い
る
。
敏
太
郎
は
そ
の
後
、
京
都
に

帰
り
医
業
を
開
い
た
。
祖
父
の
家
業
を
恢
復
す
べ
く
努
力
し
た
が
、
時
は
幕
末
の
混
乱
し
た
頃
で
あ
り
、
苦
難
に
耐
え
て
診
療
し
た
。
門
弟

有
四
配
藤
林
氏
生
男
二
人
長
日
敏
女
三
人
君
譽
直
不
誰
配
亦
有
賢
徳
既
葬
敏
以
余
薑
交
請
誌
其
墓
鳴
呼
君
少
干
余
八
歳
一
朝
至
此
乎
安
政

己
未
五
月
廣
謙
撰
」

己
未
五
月
廣
謙

泰
作
の
子
孫

癖
蕊
蕊

即
弗
《
》
鴛
哩
恥
河
醗

篝
写真4藤林普山之碑と藤林元実寿蔵碑

（大分県玖珠町大隈）

す
べ
く
努
力
し
た
が
、
時
は
幕
末
の
混
乱
し
た
頃
で
あ
り
、
苦
難
に
耐
え
て
診
療
し
た
。
門
弟

も
二
、
三
人
は
常
に
居
た
と
残
さ
れ
た
書
簡
に
あ
る
。

敏
太
郎
に
弟
と
三
妹
が
い
た
。
弟
の
｜
一
郎
は
後
に
名
を
元
実
と
改
め
、
誠
甫
、
存
甫
、
子
華

と
号
し
、
若
く
し
て
医
術
を
学
ん
だ
。
ま
た
儒
を
旭
荘
に
学
び
医
師
と
な
っ
た
。
そ
し
て
父
泰

（
一
一
一
）

作
と
旭
荘
門
下
生
と
し
て
同
門
で
あ
っ
た
園
田
謙
吾
の
仲
介
で
、
某
女
と
結
婚
し
、
そ
の
園
田

氏
が
豊
後
森
藩
に
儒
官
と
し
て
仕
官
す
る
折
、
同
氏
に
従
っ
て
九
州
に
行
き
、
森
藩
主
久
留
島

氏
の
医
官
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
京
都
の
兵
火
で
藤
林
家
の
諸
資
料
を
失
う
の
を
恐
れ
、
敏
太

郎
は
二
郎
に
門
人
帳
二
巻
、
家
系
譜
、
泰
作
の
耆
簡
な
ど
の
文
書
を
預
け
た
の
で
あ
る
。
二
妹

は
敏
太
郎
が
養
育
し
た
。
敏
太
郎
の
母
の
タ
ミ
の
死
亡
年
月
日
は
不
明
と
あ
る
が
、
文
久
三
年

頃
は
死
亡
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
敏
太
郎
が
九
州
の
二
郎
宛
に
出
し
た
書
簡
に
は
文
久
三
年

七
月
十
九
日
の
禁
門
の
変
で
、
宮
廷
内
に
勤
務
中
戦
火
が
及
び
、
砲
火
に
よ
る
傷
病
の
手
当
に

あ
た
り
、
十
二
月
に
は
越
前
ま
で
出
張
し
た
と
あ
る
。
当
時
宮
家
の
医
師
と
な
り
、
時
節
柄
外
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そ
の
後
日
野
郡
印
賀
村
に
移
り
、
そ
の
所
の
医
師
上
田
三
貞
の
跡
を
継
ぎ
上
田
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
。
当
時
印
賀
村
に
は
鉄
山
が
あ
り
、

人
口
も
多
く
経
済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
改
姓
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
藤
林
余
影
」
に
よ
る
と
「
此
頃
先
考
は
讃

州
某
藩
士
と
称
し
、
菩
提
所
氏
名
等
も
亦
総
て
其
の
実
を
明
さ
れ
ざ
り
し
が
、
是
れ
京
師
よ
り
の
浪
人
な
ら
ば
必
ず
朝
敵
の
一
人
な
る
べ
し

と
の
嫌
疑
を
避
け
た
る
と
宮
家
に
障
る
所
あ
り
た
る
こ
と
に
起
因
せ
る
も
の
の
如
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
敏
太
郎
は
京
都
で
の
宮
家
勤

（
一
一
一
一
）

務
で
、
朝
敵
の
嫌
疑
を
受
け
る
こ
と
を
極
端
に
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
幕
末
の
京
都
で
の
暗
殺
事
件
や
、
た
ま
た
ま
京
都
の
本
圀
寺
事
件
を

起
し
た
二
十
士
が
黒
坂
の
泉
龍
寺
に
幽
閉
さ
れ
、
第
二
次
長
州
征
伐
の
折
に
脱
走
者
が
出
た
。
こ
れ
ら
の
事
と
敏
太
郎
の
京
都
で
の
交
際
者

に
勤
王
、
佐
幕
に
関
係
す
る
者
が
あ
っ
て
恐
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
一
一
一
一
一
）

印
賀
村
に
行
っ
た
理
由
に
、
随
鴎
門
人
の
進
藤
玄
徳
と
い
う
先
輩
が
い
た
た
め
と
も
思
わ
れ
る
。

弟
の
二
郎
へ
の
手
紙
に
は
帰
京
の
念
願
が
厚
い
こ
と
を
報
じ
て
い
る
が
、
敏
太
郎
は
印
賀
に
あ
っ
て
診
療
の
傍
ら
寺
小
屋
を
開
き
、
ま
た

儒
学
を
講
じ
た
り
、
そ
の
地
方
の
文
人
と
交
流
し
、
詩
酒
の
間
に
暮
し
て
い
た
と
い
う
。
い
ず
れ
帰
京
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

は
で
き
な
か
っ
た
。
》

も
と
み

元
胤
を
生
ん
で
い
る
⑤

科
手
術
も
学
ん
で
い
た
。
し
か
し
自
宅
も
兵
火
で
焼
失
し
た
た
め
、
先
輩
の
石
井
良
亭
の
死
去
後
の
石
井
邸
を
借
家
と
し
て
開
業
し
た
。
当

時
敏
太
郎
は
、
石
井
未
亡
人
と
そ
の
子
息
、
家
来
一
人
、
門
生
一
人
と
生
活
し
て
い
た
と
あ
る
の
で
、
妹
達
は
他
家
に
預
け
て
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
後
は
数
年
来
の
病
弱
で
床
に
臥
す
こ
と
が
多
い
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
慶
応
三
年
二
八
六
七
三
十
七
歳
の
折
に
、

石
井
未
亡
人
が
播
州
赤
穂
へ
帰
郷
し
た
。
借
家
の
都
合
や
物
価
高
騰
で
生
活
も
苦
し
く
、
宮
家
勤
務
の
た
め
勤
王
、
佐
幕
派
に
よ
る
災
難
に

あ
う
の
を
厭
い
、
一
時
京
都
を
去
る
決
意
を
す
る
。
そ
し
て
伯
耆
日
野
郡
黒
坂
村
の
叔
父
三
谷
周
助
を
頼
っ
て
山
陰
に
下
り
、
黒
坂
で
開
業

し

た
0

こ
の
黒
坂
で
の
開
業
は
田
舎
の
こ
と
と
あ
っ
て
、
診
療
は
忙
し
い
ば
か
り
で
金
銭
の
ゆ
と
り
は
な
く
、
と
て
も
帰
京
し
て
開
業
す
る
準
備

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
黒
坂
の
も
と
町
奉
行
の
家
で
あ
っ
た
と
い
う
松
尾
氏
の
娘
阿
佐
を
嫁
と
し
て
迎
え
、
明
治
五
年
八
月
に
長
男

一
Ｄ

Ｆ
Ｄ

二
０ (17)



が
、
山
陰
の
風
土
は
経
済
的
に
も
、
人
情
的
に
も
そ
れ
を
容
易
に
許
さ
な
か
っ
た
。

明
治
初
年
、
印
賀
で
種
痘
を
行
っ
た
時
、
「
天
降
悟
花
、
栽
之
干
人
、
神
医
一
出
、
四
海
皆
春
」
の
詩
を
残
し
て
い
る
。
明
治
十
六
年
一
月

十
六
日
、
二
男
元
晃
の
生
後
三
十
日
の
祝
宴
に
、
往
診
を
依
頼
さ
れ
「
医
は
司
命
者
な
り
、
私
家
の
慶
事
を
以
っ
て
他
の
苦
悩
を
等
閑
視
す

る
に
忍
び
ず
」
と
雪
路
を
出
か
け
、
数
里
、
病
家
二
、
三
軒
を
訪
ね
、
途
次
雪
中
に
倒
れ
た
。
四
十
三
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
墓
は
印
賀
一
条

る
に
忍
び
ず
」

山
下
に
あ
る
。

敏
太
郎
の
子
、
元
胤
は
新
聞
記
者
と
な
り
台
北
の
台
湾
日
々
新
報
社
に
勤
め
た
。

森
藩
に
仕
え
た
二
郎
（
元
実
）
は
天
保
十
五
年
五
月
の
生
れ
で
、
二
十
歳
に
し
て
藩
主
久
留
島
通
靖
の
侍
医
と
な
っ
た
。
慶
応
四
年
大
隈
村

（
二
四
）

に
在
住
し
て
医
業
の
傍
ら
塾
生
を
指
導
し
た
。
明
治
三
十
六
年
多
く
の
塾
生
に
よ
っ
て
寿
蔵
碑
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
明
治
四
十
二
年
九
月
、

六
十
六
歳
に
て
死
去
し
て
い
る
。
そ
の
明
治
十
八
年
の
種
痘
状
が
残
さ
れ
て
い
た
。
元
実
は
先
妻
と
離
婚
し
て
お
り
、
後
妻
を
大
隈
村
高
橋

氏
の
娘
、
松
と
再
婚
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
子
孫
に
医
を
継
ぐ
も
の
が
い
な
か
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ

お
さ
む
は
じ
め

も
と
め
あ
が
な
か
つ

や
ま
し
ろ

や
つ
が
れ
和
藺
の
学
を
修
る
其
初
西
洋
の
医
典
二
三
策
を
求
晴
ひ
且
は
る
ま
の
澤
書
二
十
五
号
を
謄
記
し
常
に
山
背
の
旧
郷
に

か
ご

あ
か
ざ

か
い
こ
う

ぷ
ん
き
や
く

あ
っ
て
東
に
藍
し
西
に
華
し
療
救
に
つ
か
る
る
の
余
り
蟹
行
を
雪
窓
に
尋
ね
蚊
脚
を
蛍
燈
に
検
す
静
に
自
計
す
る
に
三
千
六
百
の

む
り

烏
兎
胱
と
し
て
夢
裡
に
過
ぐ
其
間
師
事
す
る
は
我
泥
丸
宮
中
赤
衣
の
人
友
に
す
る
は
僅
に
伏
水
の
桃
嶋
の
み

ず
さ
ん

固
晒
の
寒
槍
伝
統
か
っ
て
渕
源
な
し
謬
狄
野
堤
素
よ
り
杜
撰
な
る
を
自
知
せ
り
必
寛
い
ろ
は
の
小
児
と
ａ
ｂ
Ｃ
の
大
児
と
遊
戯
す
る

す
ぎ

だ
る
ま

あ
や
ま
り
き
た
り
こ
ふ

屑
筌
縄
蹄
の
技
何
に
過
ず
何
ぞ
更
に
顔
を
あ
げ
て
教
導
の
任
に
安
じ
南
面
の
達
磨
た
ら
ん
然
は
あ
れ
ど
誤
認
て
来
請
に
は
愚
得
せ
し

題（1）
言日ヨ

二
、
普
山
の
門
人
録

門
人
録
巻
一

〈
ｈ
Ｕ

Ｆ
「
ｕ

Ｅ
Ｊ(18)



い
さ
さ
か

む
く

百
一
以
て
叩
下
問
の
篤
志
に
酬
ふ

文
化
四
丁
卯
年
季
春

四
月

藤
林
淳
道
誌

北
越
尾
崎
厚
純

摂
州
奈
取
村
奈
良
豹
逸

越
後
柏
崎
在
宮
ノ
窪
村

大
橋
菊
庵

東
都
鈴
木
松
石

讃
州
高
松
庄
河
田
通
全

河
州
四
番
村
葛
岡
栄
二

摂
州
難
波
村
改
正
淑
民

因
州
鳥
取
日
比
柳
三

因
州
用
ヶ
瀬
村
有
本
一
幹

城
州
東
畑
村
大
谷
要
人

但
州
堤
柴
介
幹
○

京
柳
馬
場
廣
川
周
平

京
中
立
売
仲
環

同
麸
屋
町
長
友
雅
楽

因
州
土
肥
恕
仙 ．

き
よ
く
つ

い
と
な
は

あ
る

是
に
よ
っ
て
巨
鼈
を
釣
り
珍
鱗
を
得
る
の
手
段
を
営
ば
唯
其
人
の
稟
恵
と
誠
篇
と
に
有
べ
き
の
み

写真5門人録巻一の題言巻頭
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備
前
岡
山
藩
佐
治
玄
圃

因
州
烏
取
内
藤
純
伯

讃
州
高
松
藩
宮
武
純
吾

同
塩
田
龍
眠

京
新
町
浅
井
茉
太
郎

因
州
鳥
取
岡
元
杏
讓
○

同
春
名
一
碧
方
教
〔

奥
州
千
台
在
高
橋
朴
庵

若
州
小
濱
藩
小
杉
玄
民

作
州
津
山
藩
高
畑
生
起

京
高
辻
福
田
熊
二
郎

（
抹
消
作
州
弓
削
岡
部
玄
民
）

文
化
八
辛
未
五
月平

安
新
町
六
角
下
埜
山
千
秀

文
化
八
未
六
月
加
州
金
沢
山
本
太
室
以
文
○

マ
マ招

介
周
防
左
門

文
化
八
未
六
月
東
肥
蘇
陽
古
澤
元
華
○

招
介
周
防
左
門

奥
州
仙
台
丘
快
潤
直
行
○

写真6門人録巻一の題言末尾

558(20）



招
介
周
防
左
門

文
化
辛
未
十
一
月
江
州
八
幡
松
井
雨
杏

招
介
中
川
修
亭

文
化
壬
三
月
摂
州
大
坂
橘
貞
次
○

文
化
九
壬
申
三
月
因
州
烏
取
村
川
元
輔
○

招
介
堤
桂
樹

文
化
九
壬
申
十
月
但
州
一
日
市
川
端
玄
洞
正
○

招
介
黒
崎
俊
平

文
化
癸
酉
春
二
月
備
前
岡
山
菅
栄
軒
○

備
前
岡
山
久
山
敬
叔
惟
粋
○

春
三
月
泉
州
佐
野
浦
平
島
文
乗

名
世
慶
字
有
章

同
夏
六
月
伊
豫
三
島
児
山
尚
仙

冬
十
月
江
戸
北
新
堀
橋
里
禽
洲

冬
十
一
月
濃
州
栗
笠
佐
藤
拙
庵

名
源
義
字
公
種

文
化
甲
戌
二
月
若
州
西
津
米
原
吉
人

名
永
年
名
由
古

夏
五
月
因
州
烏
府
伴
秀
哲
紀
川
○

559 (21)



同
穐
八
月
讃
州
高
松
藩
医
石
川
情
安
政
○

紹
介
宮
武
純
平

同
秋
八
月
讃
州
香
川
郡
西
庄
村

本
多
栄
斎
忠
朝

紹
介
宮
武
純
平

マ
マ

文
政
三
卯
霜
月
七
日
讃
州
丸
亀
河
田
貞
吾

同
日
京
住
人
舟
谷
伊
兵
衛

文
政
三
、
五
月
廿
二
日
豊
後
岡
竹
田

板
井
成
章

文
政
四
、
五
月
平
安
山
崎
玄
東
章

同
六
月
十
二
日
与
陽
大
洲
村
越
藤
也

同
七
月
廿
三
日
阿
州
徳
島
江
本
泰
順
安
○

文
政
四
、
八
月
奥
州
二
本
松
安
済
三
順
義
重

文
政
四
辛
巳
十
月
尾
州
名
古
屋
伊
藤
舜
民
○

紹
介
伊
丹
直
江

文
政
五
午
正
月
六
日
長
州
萩
長
松
随
友
範
○

文
政
五
壬
午
正
月
十
日
尾
張
篠
城
大
章

西
尾
含
章
○

文
政
五
壬
午
正
月
但
馬
竹
田
堀
恭
安
温
○

イワワ1
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文
政
壬
午
閏
正
月
兵
庫
藤
田
佐
五
郎
靖
○

同
年
同
月
西
播
赤
城
中
島
瑞
軒

文
政
壬
午
四
月
六
日
阿
波
撫
養
小
桑
島

天
羽
玄
蔵
真

同
年
同
月
皇
都
馬
島
蓑
助
美
成
○

同
年
七
月
廿
二
日
皇
都
小
川
七
兵
衛
吉
勝
○

同
年
八
月
十
一
日
皇
都
吉
川
良
吉
景
教
○

同
年
八
月
十
二
日
伊
勢
越
村
大
輔
徳
基
○

同
年
八
月
十
二
日
伊
勢
山
田
橋
本
舂
渓
元
貞
○

同
年
八
月
十
五
日
伊
賀
中
村
澤
野
傳
兄
正
敏
○

同
年
八
月
晦
日
因
州
鳥
取
尼
子
香
橘
維
則

同
年
初
冬
二
十
七
日
信
州
松
本
藩

小
林
圭
碩
為
邦
○

文
政
癸
未
正
月
二
日
丹
後
峯
山
田
中
三
鼎
光
義
○

同
正
月
越
後
長
岡
蔵
王
村
渡
辺
文
恭

同
正
月
摂
州
広
瀬
村
佐
々
木
敬
元
済
○

同
二
月
作
州
弓
削
岡
部
玄
民
常
泰
○

文
政
六
癸
未
年
七
月
土
州
高
知
沖
辰
次
郎
浩
○

文
政
六
癸
未
年
冬
十
月
備
中
倉
敷
馬
来
謙
介
駆
０

(23）561



同
備
中
平
田
里
三
木
用
貞
○

同
十
月
備
前
浦
田
三
宅
友
次
郎
○

同
備
中
宮
内
藤
井
雅
楽
介
信
○

十
一
月
備
前
児
島
下
村
高
田
雲
岫
孚
○

同
備
中
倉
敷
花
房
玄
仙
興
冒
○

同
備
中
黒
崎
牧
野
閑
正
正
○

同
同
国
福
嶋
江
口
敬
輔
簡
○

同
同
国
早
嶋
蘆
村
周
祐
隆
○

同
同
国
生
坂
小
郷
大
戴
正
○

同
備
前
岡
山
三
宅
昌
健
真
○

同
備
中
妹
尾
岸
田
関
平

同
備
中
倉
敷
人
福
島
貞
策

文
政
七
甲
申
年
三
月
伊
勢
津
草
源
恕
庵
光
○

四
月
洛
東
吉
田
衛
守
許
高
○

同
七
月
備
後
多
田
立
續
○

同
八
月
朔
日
三
州
加
茂
郡
足
助

山
田
文
中

同
二
日
越
中
礪
波
郡
答
野
島

中
島
與
三
太
郎
高
圧
○

（24） 562



同同酉同同同同題
言
の
解
説 廿

日
丹
州
八
木
秋
田
貢

廿
四
日
亀
山
藩
鶴
見
鉄
之
亟
貞
龍
○

九
月
十
一
日
雲
州
杵
築
大
社
家
中

鈴
木
元
亮
広
別

九
月
廿
日
平
安
中
尾
猷
三
徽
○

十
一
月
五
日
越
前
丸
岡
竹
内
玄
同
幹
○

二
月
五
日
備
中
連
烏
産
大
熊
玄
達

紹
介
藤
田
尚
謙

二
月
能
登
七
尾
安
田
玄
壮
柔
○

二
月
松
前
箱
館
田
澤
長
繍

三
月
四
日
南
部
三
戸
金
田
一
省
吾
敏
慎
○

三
月
十
八
日
土
佐
高
知
市
川
周
策
敬
勝

三
月
廿
日
備
中
生
坂
間
野
軌
慶
○

四
月
廿
六
日
防
州
小
郡
岡
順
亭
誼
○

四
月
廿
六
日
雲
州
松
江
加
藤
玄
澤
直
良
○

五
月
廿
五
日
淡
州
仁
井
浦
高
田
三
立

十
月
五
日
摂
津
兵
庫
加
藤
直
幹
貞

（25）563



す

「
烏
兎
」
。
日
月
、
三
千
六
百
の
烏
兎
は
約
十
年
間
。

「
泥
丸
宮
」
。
脳
神
、
精
根
を
い
い
、
頭
脳
の
意
。

「
赤
衣
」
。
罪
人
の
着
る
衣
。
ま
た
は
五
位
以
上
の
人
を
指
す
。
泥
丸
宮
中
赤
衣
の
人
と
は
、
鳥
取
藩
を
脱
藩
し
た
稲
村
三
伯
（
海
上
随
鴎
）

を
指
す
か
。
当
時
の
普
山
の
師
と
し
て
海
上
随
鴎
、
友
人
と
し
て
宇
田
川
玄
真
（
江
戸
）
、
小
森
桃
鳩
（
伏
見
）
が
い
た
。
玄
真
と
は
文
通
の
仲

で
あ
っ
た

「
は
る
ま
の
毒
害
」
。
「
波
留
麻
和
解
』
。
寛
政
八
年
八
月
、
稲
村
三
伯
が
石
井
庄
助
、
宇
田
川
玄
真
、
桂
川
甫
周
ら
の
助
力
を
得
て
完
成
さ

せ
た
我
が
国
最
初
の
藺
和
辞
書
で
、
後
年
「
江
戸
ハ
ル
マ
」
と
も
通
称
さ
れ
て
い
る
。

②
門
人
録
巻
二

こ
う
ぎ
よ
う

医
は
済
世
の
鴻
業

「
固
随
の
寒
槍
」
。
頑
迷
固
晒
な
学
問
を
し
か
知
ら
な
い
自
ら
の
浅
学
非
才
さ
を
言
っ
た
も
の
か
。

「
謬
狄
野
韓
」
。
西
洋
の
学
問
の
価
値
を
知
ら
な
い
粗
野
な
自
分
に
た
と
え
た
言
葉
か
。

「
屑
筌
縄
蹄
」
。
役
に
立
た
な
い
魚
具
や
、
獣
と
り
の
道
具
。

「
南
面
の
達
摩
」
。
南
面
は
帝
王
、
君
子
。
達
摩
（
磨
）
は
立
派
な
天
竺
の
僧
の
意
。

「
巨
鼈
、
珍
鱗
」
。
成
功
し
、
立
派
な
業
績
を
得
る
た
と
え
。

「
東
藍
、
西
黎
」
。
薬
箱
を
担
ぎ
、
皇

「
蟹
行
」
。
西
洋
文
字
、
こ
こ
で
は
」

「
蚊
脚
」
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
意
。

「
山
背
」
。
山
城
。

こ
幸
つ
き
よ
う

つ
た
ふ
か
な
ら
ず

は
済
世
の
鴻
業
寿
民
の
仁
術
に
し
て
も
ろ
も
ろ
の
徒
芸
徒
技
の
比
に
あ
ら
ず
其
伝
る
必
実
際
を
貴
び
其
成
る
必
誠
心
に
帰

も
と
と
も
あ
や
ま
ち

ふ
く
は
い

か
く

故
に
師
と
な
り
弟
子
と
な
る
固
よ
り
倶
に
過
を
救
ひ
足
ら
ざ
る
を
補
ひ
言
を
は
ま
ず
腹
非
せ
ず
善
を
掲
げ
悪
を
匿
し
長

を
担
ぎ
、
杖
を
つ
い
て
四
方
に
往
診
す
る
意
。

こ
こ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
意
。
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つ
う
じ

み
だ
り

短
互
に
仮
し
有
無
相
通
て
口
訣
禁
方
妄
に
人
に
伝
与
せ
ざ
る
は
支
那
の
古
教
に
拠
り
他
門
多
流
敢
て
誹
誇
せ
ざ
る
は
西
洋
の
正
規
を

ね
が

ま
す
ま
す
あ
つ

の
み

守
り
畢
寛
只
斯
業
の
な
る
を
希
ひ
誠
実
終
り
あ
り
親
情
益
渥
く
以
て
交
誼
を
変
ぜ
ざ
る
に
在
る
爾

瑠
川
堂
主
人
誌

文
化
甲
戌
初
秋

紹
介

同
七
月
朔
日
京
都

同
八
月
朔
日
江
州
仁
正

同
十
月
朔
日
京
猪
熊

同
十
月
朔
日
京
新
町
下

同
十
月
朔
日
讃
州
高
松
藩
石

同
十
月
朔
日
讃
州
香
川
郡
西
尾

同
十
月
朔
日
新
町
一
条
下
ル
処本

多
栄
斎
忠
朝
○

同
十
月
朔
日
京
都
田
中
正
治
之
方

同
十
一
月
朔
日
信
州
山
吹
石
神
行
造
政
尹
○

同
十
一
月
十
一
日
讃
州
高
松
藩
久
保
久
安
方
○

同
十
二
月
廿
三
日
京
師
高
木
鋤
平
確
○

京
都
藤
田

江
州
仁
正
寺
森

京
猪
熊
半

京
新
町
下
立
売
角

藤宮
半 森田武
井島純
権恭平
之玄 輔

驚聴き
○則

宮
崎
典
膳
定
行
〔

石
川
清
安
政
○

河
村
良
節
石
住
○
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文
化
十
二
乙
亥

十
一
月
十

文
化
十
三
丙
子

松
本
寛
五
四
大
○

同
九
月
十
八
日
越
中
川
崎
宮
永
隼
人
危
○

正
月
十
七
日
三
河
国
藤
川
駅穗

井
国
靱
負
忠
友

同
二
月
朔
日
京
師
麸
屋
町
竹
屋
町
下
ル

平
田
文
輔
貞
介

同
二
月
二
日
京
師
間
之
街
二
条
南
転

鈴
木
元
安

同
三
月
十
二
日
東
一
条
千
本
西
へ
入

西
脇
元
吾
秀
豊

同
三
月
十
六
日
京
一
条
千
本
西
へ
入

井
上
喜
兵
衛
保
教
○

同
三
月
廿
四
日
豫
州
大
州
後
藤
友
圭
○

同
四
月
二
日
越
前
福
井
馬
淵
玄
龍
○

同
四
月
二
日
越
前
福
井
半
井
玄
貞
絹
○

同
八
月
三
日
豊
後
杵
築
侍
医

月
十
七
日

京
師
佐
々
木
弥
三
良
君
水
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文
化
十
四
丑

同
十
一
月
十

文
化
十
五
戌
寅

同
九
月
十
八
日
京
都
中
邑
中
三
郎
善
永
○

同
九
月
十
八
日
奥
州
白
川
鳥
居
左
近
俊
明
○

同
十
二
月
十
二
日
摂
津
大
阪
塚
田
文
蔵
正
信
○

四
月
朔
日
豊
前
中
津
大
原
信
卿
忠
○

同
四
月
七
日
紀
州
田
鶴
濱
櫻
井
龍
元
良
○

同
五
月
二
日
豊
前
宇
佐
寺
井
瞬
吾
信
○

同
五
月
二
日
豊
前
中
津
大
江
元
剛
正
○

同
六
月
二
十
日
讃
岐
高
松
本
多
茂
庵

同
六
月
二
十
三
日
同
千
野
元
達
寧
○

同
六
月
二
十
三
日
讃
岐
高
松
藩
山
田
景
純
方
Ｏ

同
六
月
二
十
三
日
同
松
下
友
賢

同
六
月
二
十
三
日
讃
岐
古
高
松
久
保
尭
造
増
光

同
十
一
月
十
三
日
油
小
路
四
条
下
ル
東

坂
左
眠
惠
持

同
十
一
月
十
四
日
播
州
姫
路
高
濱
俊
茸

正
月
十
四
日
江
州
彦
根
数
江
柳
溪
充
Ｃ

同
正
月
十
六
日
京
兆
斎
藤
亀
三
郎
忠
直
、
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同
正
月
十
九
日
越
州
府
中
斎
藤
脩
伍
利
兼
○

同
二
月
十
五
日
豫
州
大
州
曽
根
周
祐
周
甫
○

同
二
月
十
七
日
豊
後
杵
築
辻
元
利
亨
○

濃
州
大
垣
飯
田
通
○

同
三
月
十
一
日
同
国
同
所
在
領
家
村

久
世
樟
蔵
○

同
四
月
五
日
越
中
新
川
郡
魚
津

細
川
元
亀
徴
○

同
四
月
十
三
日
伊
豫
大
洲
菊
原
玄
策
徳
隣
○

同
四
月
十
三
日
加
州
大
聖
寺
大
武
了
玄
有
行
○

文
政
元
戌
寅
十
月
京
師
宇
野
義
平
広
生
○

同
十
月
八
日
豊
前
中
津
大
江
貫
恕
範
吉
○

文
政
二
歳
四
月
讃
州
丸
亀
氏
家
恕
三
宣
胤
○

同
四
月
阿
州
鳴
門
山
田
内
蔵
道
○

同
閨
四
月
近
江
大
津
三
嶋
健
造
安
恭

同
五
月
日
向
妖
肥
埜
中
文
一
信
直
○

同
五
月
阿
州
徳
島
佐
古
町
陸
玄
活
硯

同
六
月
油
小
路
四
条
上
ル
町

渡
辺
貫
蔵
格
○
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文
政
三
年

同
七
月

大
野
松
斎
典

同
八
月
長
州
萩
日
野
春
庵
文
通
○

同
八
月
長
州
萩
西
村
玄
貞
瑛
○

同
八
月
伊
豫
今
治
城
下
柳
瀬
丙
一
柄
○

同
八
月
阿
州
城
南
十
河
道
彌
○

同
九
月
勢
州
桑
名
鈴
木
淳
之
輔
堅

同
九
月
十
六
日
土
州
高
智
刈
谷
善
慶

同
十
六
日
濃
州
高
須
高
木
太
仲

同
十
一
月
二
日
越
後
蒲
原
郡
和
納

伊
藤
司
馬
三
良
祐
姓
○

同
七
月
紀
州
日
高
郡
南
部

九
月
十
五
日
播
州
姫
路
小
寺
沢
鱗
輔
射
之
○

同
九
月
廿
五
日
阿
州
城
南
上
村
禮
輔
範
常

同
九
月
二
十
五
日
堺
町
二
条
下
処
江
本
主
鈴
興
○

同
九
月
廿
八
日
播
州
赤
穂
稲
岡
秋
平

同
十
月
廿
三
日
備
前
岡
山
柴
岡
宣
全
孝
柔

芸
州
賀
茂
郡
貞
重
村

名
井
衆
甫
相
久
○
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一
Ｉ

題
言
末
に
文
化
四
年
１
り
季
春
と
あ
る
が
、
普
山
は
文
化
三
年
五
月
に
随
鴎
門
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
翌
年
に
は
自
ら
の
弟
子
を
養

（
二
九
）

成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
小
森
桃
鳰
門
人
帳
に
も
享
和
二
年
（
一
八
○
三
五
月
（
桃
嶋
二
十
一
歳
の
時
）
に
既
に
門
人
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

各
自
が
自
宅
で
診
療
を
す
る
の
に
塾
生
を
入
れ
、
そ
の
指
導
を
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
普
山
は
前
述
し
た
よ
う
に
随
鴎
没
（
文
化
八
年

正
月
）
後
に
そ
の
門
下
生
を
引
き
継
い
だ
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
随
鴎
門
人
と
重
複
す
る
名
が
多
い
・
そ
の
た
め
か
題
言
の
後
は
四
月
と
だ
け

普
山
門
人
録
は
二
巻
が
残
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
巻
物
に
し
て
あ
っ
て
、
入
門
の
年
、
月
日
、
時
に
年
月
日
が
書
か
れ
、
出
身
地
、
姓

名
が
あ
る
。
人
に
よ
っ
て
花
押
の
あ
る
者
、
稀
に
紹
介
者
名
の
記
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
る
。
文
化
八
年
以
降
は
大
体
自
署
さ
れ
て
い
て
、
号
、

字
、
花
押
の
あ
る
も
の
も
多
く
み
ら
れ
る
。

⑪
巻
一
に
つ
い
て
題
言
部
分
は
一
部
に
破
損
が
あ
り
、
読
み
に
く
い
部
分
も
み
ら
れ
る
が
、
普
山
の
藺
学
修
業
の
経
緯
と
塾
生
指
導
に

当
っ
て
の
趣
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

同
十
一
月
十
八
日
豊
後
日
出
勝
田
元
烙
之
徳
○

同
十
一
月
廿
三
日
伊
豫
大
州
大
野
奇
一
重
明
○

同
十
一
月
廿
五
日
京
平
井
海
蔵
達
○

文
政
四
年
二
月
八
日
阿
州
城
北
伊
丹
直
江
重
○

（
巻
一
、
二
を
通
じ
て
題
言
の
振
仮
名
は
筆
者
の
記
。
氏
名
の
下
の
○
は
花
押
、
地
名
の
弱
は
州
、
日
付
の
全
は
同
に
統
一
し
た
）

（
二
五
）

巻
こ
の
題
言
は
、
随
鴎
の
社
盟
録
、
文
化
六
年
の
題
篭
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
二
、
三
の
字
句
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
巻

一
の
題
言
は
文
化
四
年
の
頃
の
、
自
ら
の
塾
生
を
持
っ
た
普
山
の
心
意
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
巻
二
の
題
言
は
随
鴎
塾
を
引
き
継
い
だ
時
の
、

師
の
塾
継
承
の
意
志
の
表
れ
と
み
ら
れ
る
。

三
、
門
人
録
の
考
察
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そ
れ
以
前
に
普
山
個
人
の
門
下
生
が
ど
の
位
い
た
か
は
、
こ
の
資
料
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
そ
の
指
導
に
よ
る
自
宅
で
の
塾
生

が
何
人
か
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
よ
う
に
題
言
の
年
月
、
記
名
や
小
森
桃
鳰
の
例
に
よ
っ
て
も
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
一
般
に
門
人
帳
に
は
多

く
の
記
載
の
な
い
門
人
が
い
た
の
は
通
例
で
あ
る
の
で
、
随
鴎
の
没
後
に
門
人
録
に
な
い
門
人
も
引
き
継
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
普

山
自
宅
へ
門
人
を
受
け
入
れ
た
の
か
、
随
鴎
塾
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
の
か
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

随
鴎
の
娘
さ
だ
と
結
婚
し
た
仲
環
（
中
天
遊
）
の
住
所
が
中
立
売
と
あ
る
。
仲
環
は
貧
困
の
た
め
下
僕
の
よ
う
に
随
鴎
塾
で
住
み
込
み
、
働

（
二
八
）

き
な
が
ら
勉
学
し
、
随
鴎
の
死
後
、
さ
だ
と
結
婚
し
た
と
い
う
の
で
、
随
鴎
塾
が
中
立
売
に
あ
っ
て
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
の
か
、
或
い
は
普

山
が
随
鴎
塾
を
継
い
だ
た
め
に
環
夫
婦
が
中
立
売
へ
出
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
門
人
録
の
記
載
の
状
況
か
ら
は
後
者
と
み
る
の
が
よ
り
妥
当

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
後
勘
を
要
す
る
。
恐
ら
く
随
鴎
門
人
た
ち
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
自
宅
と
は
別
の
随
鴎
塾
を
引
き
受
け
た
も
の

と
想
像
さ
れ
、
そ
れ
が
文
化
八
年
正
月
と
四
月
の
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
政
三
卯
霜
月
の
河
田
貞
吾
、
同
日
、
舟
谷
伊
兵
衛
は
順
序
か
ら
み
て
文
政
二
年
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

②
巻
一
一
に
つ
い
て
題
言
は
随
鴎
の
言
で
あ
る
が
、
弟
子
の
心
得
と
し
て
、
実
試
主
義
を
貴
び
、
中
国
式
の
口
訣
禁
方
（
口
伝
秘
方
）
を

排
し
て
、
西
洋
学
を
学
ぶ
者
の
研
鑛
と
交
誼
を
説
い
て
い
る
。
「
謡
川
堂
」
は
普
山
の
号
の
玉
川
堂
と
同
じ
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
門
人
録
巻
二

が
な
ぜ
巻
一
の
中
間
に
位
置
し
て
別
記
さ
れ
て
い
る
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
。
文
化
甲
戌
（
十
一
年
）
初
秋
と
あ
り
、
璃
川
堂
と
い
う
新
し
い

塾
名
と
、
紹
介
宮
武
純
平
と
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
元
の
随
鴎
塾
と
は
別
に
新
し
い
自
ら
の
診
療
所
と
塾
を
開
設
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

巻
一
の
文
化
十
一
年
八
月
に
讃
岐
の
石
川
清
安
、
本
多
栄
斎
が
巻
二
に
は
同
年
十
月
に
入
門
と
あ
る
の
で
、
こ
の
二
人
は
自
分
の
都
合
で
新

し
い
塾
に
移
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

い
ゞ
そ
し
て
文
化
八
年
五
月
よ
緬

年
四
月
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
っ
て
、
同
一
人
の
筆
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
二
十
六
名
の
氏
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

い
。
そ
し
て
文
化
八
年
五
月
よ
り
門
人
の
自
筆
に
よ
る
署
名
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
｝

こ
れ
は
恐
ら
く
同
時
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
て
よ

一
と
は
門
人
録
の
題
言
あ
と
の
「
四
月
」
は
文
化
八
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在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
家
伝
に
よ
れ
ば
禁
門
の
変
（
文
久
三
年
七
月
）
、
戊
辰
の
役
な
ど
に
戦
火
に
あ
い
、
ま
た
普
山
曽
孫
元
胤
の
代
に
も

台
北
の
火
災
で
多
く
の
遺
品
を
失
っ
た
と
い
う
。
禁
門
の
変
で
は
門
人
録
の
巻
物
が
池
の
水
に
浮
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
巻
一
の
題
言

部
分
も
そ
の
折
の
浸
水
の
た
め
字
が
う
す
く
な
り
解
読
し
に
く
い
字
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
戦
禍
に
よ
っ
て
第
三
巻
以
降
の
門
人
録
そ
の

他
の
資
料
が
喪
失
さ
れ
、
僅
か
二
巻
の
門
人
録
と
少
し
の
資
料
が
戦
乱
の
京
都
を
避
け
て
、
九
州
の
森
藩
の
藤
林
家
に
預
け
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
先
述
し
た
よ
う
に
普
山
孫
の
敏
太
郎
が
、
暗
殺
、
襲
撃
の
対
象
と
な
っ
て
家
絶
す
る
危
険
性
を
身
に
感
じ
て
い
た
の

考
え
ら
れ
る
。
圭

か
も
知
れ
な
い
。

第3表年代別入門者数
（）は文政3年3人の実数

~一’ 巻2巻1
‐上

人数年代 西暦人数西暦年代

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

４
８
９
ｍ
Ⅲ
２
３
４
５
６
７
８

化
政
政

文
文
文 １

Ｊ

６
５
３
６
４
２
１
５
４
８
０
０

く
く

１
１
１
１

２

３

７
１
２
３
４
９
０
１
２
３
４
５

０
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

文化11年

12年

13年

14年

15年

文政元年

文政2年

3年

4年

１
１
３
１
０
２
６
８
１

１

１
１
１

１

１

４
５
６
７
８
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
２
２

８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
５
６
７
８
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
２
２

８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１

,7ql
jJ

’三_L
同I

二L

同’104

巻
一
、
二
を
通
じ
て
み
る
と
、
巻
一
は
文
化
四
年
季
春
の
藤
林

淳
道
の
記
名
に
次
い
で
、
文
政
八
年
ま
で
の
十
九
年
間
の
署
名
録

で
、
百
五
名
（
一
名
は
重
複
し
て
い
て
実
際
は
百
四
名
）
の
名
が
記
さ

れ
、
巻
二
は
そ
の
途
中
の
文
化
十
一
年
か
ら
文
政
四
年
ま
で
の
八

年
間
七
三
名
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
巻
一
、
二
の
合
計
百
七
十

七
名
で
あ
る
が
、
巻
一
と
二
に
重
複
し
て
氏
名
の
あ
る
も
の
が
先

述
の
二
名
い
る
の
で
実
際
の
門
弟
は
百
七
十
五
名
と
な
る
。
普
山

は
文
政
九
年
以
降
も
開
塾
し
て
お
り
、
天
保
七
年
二
八
三
六
）
の

死
去
ま
で
診
療
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
後
の
約
十
年
間
の
入
門
者

が
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
養
子
の
泰
作
（
守
元
）
も
、
若
い
な
が

ら
診
療
と
塾
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
入
門
者
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

の
で
（
藤
林
余
影
）
、
三
巻
目
或
い
は
四
巻
目
も
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
恐
ら
く
文
久
年
間
（
一
八
六
一
’
六
四
）
ま
で
藤
林
塾
は
存

R7ワ
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③
塾
生
に
つ
い
て
随
鴎
門
人
か
ら
普
山
門
下
へ
と
移
っ
た
者
は
、
尾
崎
厚
純
（
季
節
）
、
奈
良
豹
逸
、
大
橋
菊
庵
（
栄
純
）
、
鈴
木
松
石
（
昌

碩
）
、
河
田
這
全
（
右
膳
）
、
葛
岡
栄
二
（
栄
治
）
、
改
正
淑
民
（
佐
五
郎
）
、
日
比
柳
三
、
中
環
（
耕
助
）
、
長
友
雅
楽
（
雅
楽
之
助
）
、
土
肥
恕
仙
、

佐
治
玄
圃
、
内
藤
純
伯
（
純
中
）
、
宮
武
純
吾
（
顕
哉
）
、
岡
元
杏
（
元
恭
）
、
舂
菜
一
碧
、
小
杉
玄
民
、
高
畑
生
起
（
高
畑
）
、
塩
田
龍
眠
（
良
眠
）

の
十
九
名
が
い
る
。
（
）
内
は
随
鴎
門
人
帳
に
あ
る
名
で
あ
る
。

文
化
三
年
に
随
鴎
が
、
江
戸
近
辺
で
開
い
て
い
た
学
塾
を
引
き
は
ら
っ
て
京
都
に
来
た
折
に
門
人
を
連
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
文

（
二
七
）

化
三
年
三
月
の
江
戸
の
大
火
な
ど
の
関
係
も
あ
っ
て
、
京
都
に
行
く
随
鴎
に
従
っ
た
弟
子
も
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
文
化
二
年
の
随
鴎
門

下
生
で
、
京
都
の
普
山
に
学
ん
で
い
る
者
に
、
大
橋
、
尾
崎
、
鈴
木
、
小
杉
の
四
名
が
み
ら
れ
る
。
江
戸
か
ら
京
都
に
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

巻
一
の
題
言
末
の
文
化
四
年
か
ら
自
宅
で
の
塾
生
を
も
ち
、
ま
た
随
鴎
塾
の
門
下
生
も
指
導
し
て
い
た
こ
と
は
先
の
門
人
録
の
名
簿
の
初

め
が
文
化
八
年
四
月
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
。
近
年
に
な
っ
て
、
随
鴎
の
大
坂
在
住
期
間
を
「
少
く
と
も
文
化
三
年
八
月

（
一
一
一
ハ
）

か
ら
文
化
六
年
十
一
月
ま
で
大
坂
に
居
住
し
た
」
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
普
山
門
人
録
よ
り
検
討
す
る
な
ら
ば
、

先
の
題
言
に
次
ぐ
「
四
月
」
が
文
化
四
年
で
な
い
こ
と
、
ま
た
随
鴎
が
文
化
四
年
前
後
よ
り
京
都
を
引
き
は
ら
っ
て
大
坂
に
移
住
し
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
随
鴎
門
人
帳
と
の
間
に
同
四
年
、
同
五
年
、
同
六
年
、
同
七
年
に
わ
た
っ
て
門
人
の
一
部
が
重
複
し
て
い
る

の
で
証
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
塾
生
が
、
同
じ
京
都
地
内
に
随
鴎
、
普
山
の
塾
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
そ
の
双
方
に
通
っ
て
い
た
と
は
思

え
な
い
。
勿
論
一
、
二
の
例
外
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
随
鴎
の
大
坂
塾
と
普
山
の
京
都
塾
に
兼
ね
て
入
門
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
随
鴎
自

全
一
一
ハ
）

ら
が
京
都
と
大
坂
で
塾
生
を
指
導
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
随
鴎
留
守
中
の
京
都
の
塾
生
指
導
を
普
山
が
中
心
と
な
っ
て
行

わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
文
化
八
年
ま
で
の
姓
名
と
し
て
「
四
月
」
の
頃
に
連
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

随
鴎
没
年
の
文
化
八
年
以
降
に
、
随
鴎
門
下
生
で
普
山
塾
へ
再
入
門
し
た
者
に
、
文
化
十
一
年
に
半
井
権
之
助
、
文
化
十
三
年
に
松
本
寛

五
、
文
政
二
年
に
舟
谷
伊
兵
衛
、
文
政
三
年
に
小
寺
沢
鱗
輔
ら
の
名
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
松
本
、
小
寺
沢
は
随
鴎
位
牌
裏
面
に
名
が
あ
る

の
で
、
文
化
八
年
当
時
は
随
鴎
に
従
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
随
鴎
門
人
で
あ
り
普
山
塾
に
門
人
を
紹
介
し
た
者
に
、
中
川
修
亭
、
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そ
し
て
文
化
六
年
に
伏
見
で
開
業
し
て
い
る
。
随
鴎
が
死
去
し
た
頃
は

京
都
の
人
々
に
と
っ
て
伏
見
の
桃
鳰
に
対
す
る
認
識
は
少
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
文
化
九
年
に
な
っ
て
解
剖
を
行
い
、
同
十
一
年
に
伏
見
か
ら
京

都
に
移
っ
た
。
そ
れ
は
自
ら
の
勉
学
と
、
蘭
学
で
の
中
央
進
出
を
計
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
業
績
は
桃
鳰
の
入
門
者
数
に
影
響
し
て
現
わ

れ
て
い
る
。
桃
鳰
の
京
都
で
の
人
気
が
急
速
に
上
っ
た
の
は
文
化
九
、
十
年
以
降
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

巻
一
、
二
の
門
人
録
を
通
じ
て
、
文
化
四
年
か
ら
文
政
八
年
ま
で
の
間
、
文
化
十
二
年
以
外
は
年
平
均
数
人
か
ら
十
数
人
の
入
門
者
が
あ

第4表小森桃鳰門人帳の入門者数との対比

（）は普山門人録入門者数

年代 人数年代 人数年代 人数人数年代

天保,416昭
２
３
４
５
７
８
９
叩
Ⅱ
廻
昭

政
保

文
天

一
元
２
３
４
５
６
７
８

政文 ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ

２
略
９
６
Ｍ
肥
ｍ
ｍ

Ｉ
ｌ
ｉ
く
Ｉ
く
ｉ
ｌ

ｌ
潟
Ⅳ
刈
田
昭
８
Ⅱ

享和2

文化4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

Ｂ
８
ｕ
７
６
４
８
叩
喝
９
皿
９

ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ

５
３
６
胆
１
過
皿
叩

６２Ｉ

く
ｉ
く
く
く
Ｉ

１
１
１
１
１
３
５
７
７
溺
泌
２

１

１
５
Ⅱ
３
２
２
１

15

弘化2

嘉永2

安 政 2

3

4

万延1

３
１
０
１

１
１
１
１

９
叩
皿
皿

計’393

周
防
左
門
の
名
が
あ
っ
た
。

文
化
十
一
年
の
三
月
に
友
人
の
小
森
桃
嶋
が
京
都
（
問
之
町
御
池
か
）

へ
出
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
翌
十
二
年
の
普
山
塾
入
門
は
一
人
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
桃
鳰
の
京
都
進
出
に
刺
戟
さ
れ
て
新
し
い
塾
を
開

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

桃
嶋
の
も
と
に
随
鴎
門
人
が
移
っ
た
者
が
い
た
か
ど
う
か
は
、
こ

の
資
料
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
当
時
小
森
家
は
伏
見
に
あ
っ

た
こ
と
、
一
つ
に
は
關
学
者
と
し
て
の
桃
嶋
の
名
が
、
「
訳
鍵
」
を
出

版
し
た
ば
か
り
の
普
山
に
対
し
て
、
京
都
で
の
知
名
度
が
、
文
化
八

年
当
時
で
は
低
か
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

註
２
桃
鳰
は
天
明
二
年
二
七
八
二
）
に
美
濃
外
淵
（
大
垣
市
）
に

生
ま
れ
、
九
歳
の
時
に
京
都
伏
見
の
医
師
小
森
義
晴
の
養
子
に
入
っ
た
。

義
父
義
晴
も
美
濃
の
人
で
あ
る
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
、
十
四
歳

の
時
帰
国
し
て
江
馬
春
齢
に
学
び
、
文
化
三
年
に
随
鴎
の
門
に
入
っ
た
。
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第5表門人の出身地（小森桃鳰塾は文化4～文政8年）

巻1巻2計

11

22

11

11

11

131831

3 3

33

617

11

1 34

99

22

22

巻1巻2計

516

出身地 出身地 巻1巻2計小森塾

617

1212

11

2 21 2

l,森塾 出身地 l,森塾 1,森塾

奥州

北関東

江戸

越後

越中

越前

加賀能登

若狭

信濃

三河

美濃

尾張

近江

伊勢

賀
伊
泉
内
城
都
波
馬
津
路
磨
幡
作
耆

備
備
備
出
隠
石
安
防
讃
伊
阿
土
九

伊
紀
和
河
山
京
丹
但
摂
淡
播
因
美
伯

７
２
１
１
７
脂
６
１
２
５
４

２
３
２

別
中
後
雲
岐
見
芸
長
岐
豫
波
佐
川

２
３
１
１
２
２
１
１
１
２
１
３

’
４
３
４
３
２

『
１
７
宮
旬
。
『
１

２
１
２
４
２
５
２
５
２
昭

１

９
児
７
１
３

１
２
９
５
５
１
８
｜
耐

１
４
巧
［

４

２
６
２
２
２
２
０１

長
岐
豫
波
佐
川

計

防
讃
伊
阿
土
九

１
１
３

】
２
４
２
４
４

戸

b

叩
一
ｍ

３
１

川
｛

１
６ 三上

同’ 188

る
が
、
文
化
十
二
年
の
一
人
だ
け
の
理
由
は
桃
鳰
の
開
塾
ば
か
り
で
な

く
家
庭
的
な
事
情
も
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
巻
二
の
文
政
四
年
の

項
に
も
一
人
と
あ
り
、
以
降
杜
絶
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

普
山
の
江
戸
出
府
に
よ
る
た
め
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
二
九
）

同
時
期
の
普
山
と
桃
嶋
と
門
人
録
の
入
門
者
数
を
対
比
し
て
み
る
と
、

普
山
門
人
録
に
は
一
年
平
均
九
・
三
人
の
入
門
者
で
あ
る
の
に
対
し
、

桃
垢
門
で
は
文
化
四
年
よ
り
文
政
八
年
ま
で
の
入
門
者
は
一
八
八
名
で

あ
り
、
年
平
均
九
・
八
人
と
大
差
が
な
い
。
文
化
十
三
年
よ
り
桃
嶋
門

が
急
増
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
解
剖
と
藺
方
治
療
に
人
気
が
集
ま
っ
た

た
め
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
普
山
が
蘭
語
学
主
体
の
藺
方
塾
で
あ
っ
た

差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
二
人
の
合
計
門
人
数
は
文
化
末
よ

り
文
政
初
期
の
京
都
に
舩
け
る
蘭
学
の
隆
盛
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
あ

ブ
（
》
Ｏ

ま
た
桃
嶋
は
宮
廷
と
の
関
係
も
深
く
、
公
家
た
ち
の
診
療
に
も
当
っ

て
い
た
と
さ
れ
、
文
政
三
年
二
月
に
は
従
六
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
肥
後

介
に
任
ぜ
ら
れ
て
医
師
と
し
て
の
知
名
度
は
高
く
な
っ
て
い
た
。
普
山

は
文
政
五
年
に
丹
波
頼
易
の
門
に
入
り
宮
廷
に
近
づ
き
、
天
保
元
年
二

八
三
○
）
に
な
っ
て
有
栖
川
宮
家
の
医
員
と
な
っ
た
・
こ
の
こ
と
は
普
山
．

桃
鳰
は
蘭
学
者
と
し
て
盟
友
で
も
あ
っ
た
が
、
反
面
ラ
イ
バ
ル
意
識
が

Ｆ
Ｄ

局
Ｉ
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門
人
の
出
身
地
を
文
政
八
年
ま
で
の
両
者
の
塾
生
を
京
都
で
対
比
す
る
と
、
三
十
一
名
、
三
十
二
名
と
大
差
が
な
い
が
、
山
城
に
九
名
と

桃
垢
塾
に
多
い
。
伏
見
と
の
関
係
も
あ
る
が
、
京
都
近
辺
の
た
め
明
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
普
山
塾
に
は
山
陽
地
方
と
四
国
に
多
く
、

こ
と
に
讃
岐
に
十
五
名
と
多
い
の
に
気
付
く
。
因
幡
九
名
は
師
の
随
鴎
や
、
そ
の
妻
千
代
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
桃

鳰
塾
は
越
中
七
名
、
越
前
十
五
名
、
能
登
五
名
、
伯
耆
六
名
、
出
雲
十
二
名
と
あ
っ
て
越
後
、
因
幡
を
除
く
山
陰
側
に
多
い
。
ま
た
備
前
、

備
中
、
備
後
に
な
く
、
讃
岐
も
五
名
と
普
山
塾
よ
り
少
な
い
。
そ
の
門
人
達
に
係
累
や
、
人
の
鑿
り
に
よ
る
入
門
の
傾
向
は
ど
の
家
塾
で
も

み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
桃
鳰
塾
に
も
そ
の
後
に
備
中
な
ど
か
ら
の
入
門
者
も
あ
る
。
普
山
塾
に
文
政
八
年
二
月
、
松
前
箱
館
田
沢
長
繍

の
入
門
者
が
あ
り
、
両
塾
と
も
に
奥
羽
地
方
か
ら
九
州
ま
で
の
各
地
か
ら
入
門
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。
各
藩
の
京
屋
敷
を
中
心
と
し
た
人
の

交
流
が
、
江
戸
と
同
じ
よ
う
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

文
政
四
年
の
桃
嶋
の
解
剖
に
は
普
山
門
下
よ
り
、
普
山
、
伊
藤
舜
民
、
森
田
千
庵
ら
が
立
合
い
、
見
学
し
た
。
普
山
門
人
録
と
桃
垢
門
人

帳
と
の
間
に
十
一
名
の
重
複
が
み
ら
れ
る
。
日
付
よ
り
み
て
、
先
に
小
森
門
下
生
と
な
り
、
そ
の
後
に
藤
林
門
下
生
へ
と
移
っ
た
も
の
が
七

人
い
る
の
に
対
し
、
藤
林
門
下
生
か
ら
小
森
門
下
へ
移
っ
た
も
の
が
三
人
お
り
、
同
月
に
両
家
塾
に
入
門
し
て
い
る
の
が
一
人
い
た
。
こ
の

事
に
つ
い
て
速
断
す
る
の
は
避
け
た
い
が
、
そ
こ
に
塾
生
の
学
問
的
指
向
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
普
山
門
人
録
の
巻
二
に
、
随
鴎
の
言

を
取
上
げ
て
西
洋
学
を
修
行
す
る
者
同
志
の
勉
学
協
調
と
、
切
蹉
琢
磨
を
述
べ
て
い
る
の
も
恐
ら
く
学
塾
で
の
門
弟
同
志
の
張
合
い
、
競
合

な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
ｃ

普
山
の
後
継
者
と
な
っ
た
三
谷
泰
作
は
こ
の
門
人
録
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
泰
作
は
伯
耆
、
日
野
郡
江
尾
村
の
人
で
あ
り
、
馬
来
家
と

関
係
あ
っ
た
か
ど
う
か
判
ら
な
い
が
、
文
政
八
年
以
降
に
入
門
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
普
山
の
死
亡
す
る
天
保
七
年
ま
で
、
塾
が
そ
の
ま
経

営
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
約
二
百
五
十
人
近
く
の
門
下
生
が
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
塾
生
の
在
塾
期
間
を
一
年
半
か
ら
二
年
平
均
と
す
る
と
、

常
に
十
数
人
、
時
に
二
十
人
近
く
の
塾
生
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
小
森
塾
は
文
化
末
期
よ
り
文
政
中
頃
ま
で
は
や
や
規
模
が
大

も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ハ
リ

［
ｊ

Ｆ
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き
く
二
十
数
人
の
塾
生
が
常
に
居
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
藤
林
、
小
森
両
と
も
子
孫
に
恵
ま
れ
ず
、
普
山
の
養
子
泰
作
、
孫
の
時
代
に
京
都
を
去
っ
て
い
る
。
桃
嶋
の
実
子
義
真
は
二
十
二

歳
で
没
し
、
孫
養
子
の
義
比
は
放
蕩
し
て
直
系
は
絶
え
た
。
両
家
と
も
幕
末
維
新
に
よ
る
京
都
の
混
乱
の
中
で
、
被
害
を
受
け
て
衰
退
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

註
３
藤
林
隆
好
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
普
山
関
係
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
藤
林
家
系
譜
一
巻

喝
、
藤
林
誠
甫
種
痘
医
免
状
一
通

皿
、
藤
林
元
胤
編
著
「
藤
林
余
影
」
、
台
北
台
湾
日
報
社
、
明
治
三
十
八
年
二
月
一
九
日

応
、
藤
林
隆
好
著
「
先
祖
を
尋
ね
て
」
（
藤
林
余
影
の
抜
粋
）
、
昭
和
六
二
年

九
州
、
森
藩
儒
医
の
園
田
家
資
料
は
大
分
県
玖
珠
町
の
園
田
元
生
家
、
久
留
島
記
念
館
に
存
在
す
る
。

８
、
広
瀬
謙
吉
封
筒
、
藤
林
泰
作
宛

９
、
藤
林
守
元
和
歌
一
首
色
紙
一

ｍ
、
藤
林
普
山
墓
碑
誌
文
写
一
軸

、
、
藤
林
守
元
墓
碑
誌
文
写
一
軸

皿
、
藤
林
敏
太
郎
家
族
年
記
一
枚

５
、
伏
見
宮
諸
太
夫
後
藤
越
前
守
有
紀
の
記
名
に
よ
る
「
藤
林
家
系
図
」

６
、
藤
林
た
み
書
状
（
大
和
鹿
之
畑
村
車
屋
渭
七
室
宛
）
｜
通

７
、
広
瀬
謙
吉
（
旭
荘
）
書
状
（
藤
林
泰
作
宛
）
一
通

８
、
広
瀬
謙
吉
封
筒
、
藤
林
泰
作
宛
三
、
藤
林
存
甫
宛
一

９
、
藤
林
守
元
和
歌
一
首
色
紙
一
枚

２
、
普
山
門
人
録
二
巻

３
、
文
政
十
三
年
十
月
廿
五
日
付

４
、
有
栖
川
宮
御
印
鑑
札
一
通

親
類
書
一
枚

の
証
状
一
枚
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槁
を
終
る
当
り
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
の
藤
林
隆
好
氏
、
西
原
稔
氏
、
京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
の
藤
林
貢
氏
、
西
川
滋
氏
、
京
都
市

左
京
区
黒
谷
町
の
金
戒
光
明
寺
様
、
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町
久
留
島
記
念
館
の
轟
義
禮
氏
、
日
本
医
史
学
会
の
片
桐
一
男
氏
及
び
長
門
谷
洋

治
氏
そ
の
他
の
方
々
の
御
協
力
を
得
た
。
ま
た
門
人
録
解
読
に
鳥
取
県
立
図
書
館
次
長
の
安
藤
文
雄
氏
の
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
感

謝
申
し
あ
げ
る
。

参
考
文
献

（
一
）
川
田
雪
山
「
蘭
学
者
藤
林
普
山
」
「
日
出
新
聞
』
、
京
都
、
大
正
三
年
八
月
三
十
一
日
、
九
月
七
日
。

（
二
）
景
仰
会
「
蘭
学
の
泰
斗
藤
林
普
山
先
生
伝
」
、
京
都
、
昭
和
三
十
二
年
。
内
容
は
山
本
四
郎
氏
の
執
筆
に
よ
る
。

（
三
）
山
本
四
郎
「
藤
林
普
山
伝
研
究
」
「
日
本
洋
学
史
の
研
究
、
Ⅲ
』
、
一
八
七
～
二
二
二
頁
、
創
元
社
、
大
阪
、
昭
和
四
九
年
。

（
四
）
京
都
府
医
師
会
『
京
都
の
医
学
史
』
六
九
一
～
七
○
三
頁
、
思
文
閻
、
京
都
、
昭
和
五
十
五
年

（
五
）
山
本
四
郎
「
藤
林
普
山
伝
研
究
」
、
前
掲
一
八
九
頁
。

（
六
）
藤
林
元
胤
「
藤
林
余
影
」
、
「
明
治
三
八
年
二
月
十
九
日
、
台
北
台
湾
日
日
新
報
社
に
て
」
の
日
付
と
記
名
が
あ
る
小
冊
子
で
、
後
半
の
一
部

が
損
失
し
て
い
る
。
藤
林
家
の
家
系
を
家
系
譜
と
残
簡
に
よ
っ
て
整
理
し
て
あ
る
。
藤
林
隆
好
氏
蔵
。

（
七
）
山
本
四
郎
「
藤
林
普
山
伝
研
究
」
、
前
掲
一
九
○
頁
及
び
写
真
。

（
八
）
ハ
ル
マ
和
解
。
鳥
取
藩
医
の
稲
村
三
伯
（
の
ち
随
鴎
、
一
七
五
八
’
一
八
一
二
が
、
江
戸
で
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
完
成
し
た
我
が

国
初
め
て
の
蘭
和
辞
書
で
、
石
井
庄
助
、
宇
田
川
玄
真
、
桂
川
甫
周
、
岡
田
甫
説
ら
の
協
力
を
得
て
即
四
国
８
酎
函
里
冒
四
の
藺
仏
辞
書
を
訳

解
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
八
万
語
か
ら
な
り
「
東
西
韻
会
」
十
三
巻
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
後
に
「
波
留
麻
和
解
」
と
呼
ば
れ
、
更
に

「
ズ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
」
（
長
崎
ハ
ル
マ
）
に
対
し
「
江
戸
ハ
ル
マ
」
と
通
称
さ
れ
た
。

（
九
）
杉
本
っ
と
む
『
江
戸
時
代
藺
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
Ⅳ
、
七
四
三
頁
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
東
京
、
昭
和
五
十
六
年
。

（
一
ｅ
山
本
善
太
「
海
内
医
林
伝
」
（
本
朝
方
今
医
林
伝
）
、
文
政
十
一
年
刊
、
『
京
都
の
医
学
史
』
前
掲
よ
り
引
用
。

（
二
）
柴
竹
屏
山
『
本
朝
医
人
伝
』
、
一
五
八
頁
、
嵩
山
堂
、
東
京
、
明
治
四
十
二
年
。
本
著
に
も
「
藤
林
余
影
」
と
同
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
発
刊

年
よ
り
「
藤
林
余
影
」
が
原
典
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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二＝ここ

巴二二

（
一
五
）

（
一
一
〈
）

ヘ
ー
ビ
）

（
一
〈
）

（
一
九
）

（
一
ロ
）

（
一
一
一
）

（
’
一
一
一
一
）

（
二
一
一
）

（
二
四
）

権
藤
成
卿
「
日
本
震
災
凶
饅
孜
」
、
三
二
七
頁
、
有
明
書
房
、
東
京
、
昭
和
五
九
年
。

松
尾
耕
三
『
近
世
名
医
伝
』
、
明
治
十
九
年
（
「
藺
学
者
伝
記
資
料
」
、
胄
史
社
、
昭
和
五
十
五
年
、
所
収
）
。

大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
』
、
二
五
頁
、
昭
和
二
年
。
「
天
保
元
年
十
一
月
、
藤
林
泰
助
五
○
、
有
栖
川
宮
侍
医
に
挙
げ
ら
る
」
と
あ
り
、

藤
林
家
系
譜
に
も
「
天
保
元
庚
寅
年
十
一
月
朔
日
為
有
栖
川
宮
二
品
中
将
卿
詔
仁
親
王
之
医
員
」
と
あ
る
。

蒲
原
宏
「
尺
磧
よ
り
み
た
藤
林
普
山
と
森
田
甫
三
、
千
庵
父
子
」
「
医
謹
』
復
刊
第
二
号
、
一
五
頁
、
昭
和
三
十
一
年
。

片
桐
一
男
「
蘭
医
森
田
千
庵
伝
研
究
一
「
法
政
史
学
」
第
一
四
号
、
五
三
頁
、
法
政
大
学
史
学
会
、
昭
和
三
十
六
年
。

藤
林
普
山
『
西
医
今
日
方
」
・
養
子
守
元
の
編
さ
ん
に
な
る
も
の
で
、
文
政
十
一
年
以
前
に
完
成
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
山
本
四
郎
「
藤

林
普
山
伝
研
究
」
）
。
丹
波
頼
易
の
叙
文
（
嘉
永
元
年
五
月
）
、
緒
方
洪
庵
の
序
文
（
弘
化
四
年
十
二
月
）
、
藤
林
守
元
の
序
文
（
弘
化
四
年
三

月
）
、
山
崎
玄
東
の
小
引
（
弘
化
四
年
三
月
）
、
坪
井
信
良
の
書
簡
な
ど
よ
り
み
て
、
弘
化
四
年
刊
の
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
遅
く
、
嘉
永

元
年
五
月
以
降
、
翌
二
年
初
め
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
。

岡
山
県
医
師
会
「
備
作
医
人
伝
』
、
四
四
頁
、
岡
山
、
昭
和
三
十
四
年
。

藤
林
た
み
書
状
、
年
号
不
明
、
六
月
朔
日
付
、
く
る
ま
屋
御
姉
様
（
大
和
、
添
下
郡
鹿
之
畑
村
車
屋
渭
七
妻
）
宛
と
な
っ
て
い
る
。
藤
林
隆

宮
地
正
人
編
「
幕
末
維
新
風
雲
通
信
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
昭
和
五
三
年
。
坪
井
信
良
書
簡
集
で
あ
る
。

園
田
謙
吾
（
一
八
三
四
’
一
八
九
○
）
・
豊
後
森
藩
の
儒
医
で
、
鷹
城
と
号
す
。
父
も
同
藩
士
で
園
田
茂
三
郎
と
い
う
。
兄
の
園
田
麿
巣
は
藩

の
儒
者
で
あ
り
、
政
治
に
関
与
し
て
幕
末
の
藩
政
に
功
が
あ
っ
た
。
謙
吾
は
十
四
歳
で
広
瀬
淡
窓
の
門
に
入
り
、
肥
前
、
京
都
で
医
術
を
学

ん
で
帰
り
藩
医
と
な
っ
た
。
維
新
後
は
奈
良
、
滋
賀
県
の
中
学
校
長
と
な
っ
て
い
る
。

本
圀
寺
事
件
。
文
久
三
年
八
月
十
七
日
夜
、
鳥
取
藩
主
池
田
慶
徳
の
尊
穰
の
行
動
が
御
側
用
人
た
ち
に
よ
っ
て
阻
碍
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、

急
進
派
の
藩
士
一
三
名
は
、
重
臣
た
ち
が
宿
泊
し
て
い
る
本
圀
寺
を
襲
い
、
そ
の
四
名
を
殺
害
し
た
。

進
藤
玄
徳
。
随
鶉
門
人
帳
に
「
文
化
二
年
、
伯
州
日
野
郡
卯
賀
進
藤
玄
徳
政
照
」
と
あ
り
、
卯
賀
は
印
賀
の
誤
り
で
あ
り
、
進
藤
も
近
藤

好
氏
蔵
〔

進
藤
玄
徳
。
随
鴎
門
人
帳
に
こ

の
誤
り
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

藤
林
誠
甫
墓
碑
。
大
分
県
玖
珠
評

大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町
大
隈
、
藤
林
毅
家
の
横
に
あ
る
。
生
前
顕
彰
碑
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
墓
碑
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（
完
）
小
森
桃
嶋
門
人
録
は
山
本
四
郎
氏
の
報
告
二
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
」
二
四
五
号
、
昭
和
四
十
六
年
）
及
び
（
「
小
森
桃
鳩
伝
研
究
」

「
日
本
洋
学
史
の
研
究
Ⅱ
」
、
創
元
社
、
昭
和
四
十
七
年
）
に
あ
る
。
た
だ
後
者
に
示
さ
れ
た
統
計
に
困
難
が
あ
る
の
で
前
掲
資
料
『
京
都
の

（
一
三
杉
本
っ
と
む
「
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
、
前
掲
七
四
七
頁
。

三
〈
）
拙
槁
「
随
鴎
の
蘭
学
塾
と
解
剖
」
、
鳥
取
県
医
師
会
報
、
平
成
三
年
十
二
月
号
に
発
表
予
定
。
中
山
沃
氏
は
「
蘭
学
を
学
ん
だ
岡
山
の
医
師
群

像
」
ｌ
海
上
随
鴎
の
門
人
ｌ
犀
学
資
料
に
よ
る
日
本
文
化
史
の
研
究
Ⅱ
』
、
岡
山
、
平
成
元
年
、
の
中
で
、
随
鴎
の
大
阪
塾
の
期
間
を
再
考

し
、
「
少
く
と
も
文
化
三
年
八
月
か
ら
文
化
六
年
十
一
月
ま
で
」
随
鴎
が
大
阪
に
居
住
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
随
鴎

の
大
阪
塾
は
香
川
景
樹
の
場
と
同
様
に
不
定
期
で
定
住
し
て
い
な
い
診
療
と
塾
生
の
指
導
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

（
毛
）
野
崎
藤
橋
「
送
随
鴎
海
上
君
西
遊
序
」
『
因
伯
杏
林
碑
誌
集
釈
』
、
二
七
頁
、
森
納
、
安
藤
文
雄
共
著
鳥
取
、
昭
和
五
十
八
年
。
「
弟
子

の
随
ふ
者
、
踵
街
に
接
す
。
野
子
も
亦
将
に
郊
に
出
て
饅
せ
ん
と
す
」
と
あ
る
。
そ
の
詩
文
中
に
「
方
今
回
禄
を
為
し
て
九
昭
一
炬
に
委
ね

ら
る
」
と
あ
っ
て
、
文
化
三
年
江
戸
の
芝
、
田
町
よ
り
出
火
し
て
大
火
と
な
っ
て
い
て
、
鳥
取
藩
邸
な
ど
も
類
焼
し
た
。
た
だ
し
随
鴎
が
江

戸
市
中
で
火
災
に
あ
っ
た
か
は
、
こ
の
詩
文
だ
け
で
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
天
）
前
掲
資
料
（
三
）
、
（
四
）
。
拙
著
『
因
伯
の
医
師
た
ち
』
三
○
七
頁
、
鳥
取
、
昭
和
五
十
四
年
。
拙
著
「
因
伯
医
史
雑
話
」
三
九
頁
、
鳥
取
、

「
日
本
洋
学
史
の
研
究
Ⅱ
」
、
創

医
学
史
』
の
門
人
録
に
依
っ
た
↑

前
掲
資
料
（
一

昭
和
六
十
年
。

付
記
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
い
る
。
そ
の
碑
文
に
「
性
藤
林
名
誠
甫
後
元
實
幼
時
子
葉
後
城
山
号
和
藺
医
著
述
之
泰
斗
藤
原
出
祖
父
藤
林
普
山
之
孫
父
麿
山

二
男
京
都
普
賢
卿
御
主
也
藤
林
家
世
有
栖
川
宮
典
医
並
漢
学
開
関
西
四
国
九
州
子
弟
養
成
医
学
普
及
壼
力
久
留
島
公
請
依
大
隈
郷

医
及
塾
数
多
子
弟
養
成
門
人
健
之
（
明
治
四
十
二
年
九
月
廿
五
日
没
、
六
十
六
歳
）
明
治
三
十
六
年
佳
日
」
と
あ
る
。
（
）
は
後
年
の

（
烏
取
県
・
森
医
院
）
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FuzanFujibayashi'sDescendants

andtheMembershipListofHisPrivateSchool

bvOsamuMORI

TheDutchscholarFuzanFujibayashi'sdescendantsarethewell-knownMitsuguFujibayashi

(ofTanabe-machi,Tsuzuki-gun,Kyoto)andhisfamily.RecentlylhavediscoveredTakayoshi

Fuiibavashi(ofMinamioguni-machi,Aso-gun,Kumamoto)andhisfamilyline.

TakayoshiFujibayashihasFuzan'sgenealogicaltreeandatwovolumemembershiplistof

Fuzan'sprivateschool.ThefirstvolumewaswrittenbylO4students(1807-1825).Thesecond

volumewaswrittenby73students(1814-1821).TakayoshiFujibayashisaysthatafterl825,the

membershiplistwaslostinthe(KinmonnoHen"incidentinl863

ToouKomoriwasFuzan'sfriend.IncomparingthemembershiplistofFuzan'sprivateschool

withthatofToouKomoriweseethatthetwolistshaveafewdifferences.IthinkthatFuzanwas

goodattheDutchlanguage,butToouwasskillfulinclinicalmedicineandanatomy、

（
ぬ
寺
）

［
韓
暉


